




　

改
組　

新　

第
６
回
日
展
（
２
０
１
９
）

王

詩　
　
　

会
員　

日
賀
野　

琢　

書　展　近　作
改組 新 第６回日展　
　会期　令和元年11月1日㈮～24日㈰
　会場　国立新美術館
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豊の秋　　入選　赤澤　寧生　

書
　
展
　
近
　
作

改
組

 新
 第

６
回

日
展

　
　

会
期

　
令

和
元

年
11月

1日
㈮

～
24日

㈰
　

会
場

　
国

立
新

美
術

館
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明懿　　入選　角田　大壤　

眞山民詩　　入選　平石　彰之　

歸去來辭一節　　入選　山下　睦未　

　改組　新　第６回日展

　改組　新　第６回日展

　改組　新　第６回日展

　改組　新　第６回日展
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硬
　
筆
　
部

〇
よ
み
…
年
の
始
め
の
例
と
て　

終
な
き
世
の
め
で
た
さ
を　

松
竹
た
て
て
門
ご
と
に　

祝
う
今
日
こ
そ　

楽
し
け
れ

〇
コ
メ
ン
ト
…
明
治
26
年
文
部
省
唱
歌
「
一
月
一
日
」
歌
詞
よ
り
。
作
詞
は
島
根
県
出
雲

大
社
宮
司
を
し
て
い
た
千
家
尊
福
（
せ
ん
げ
た
か
と
み
）
氏
と
な
り
ま
す
。

〇
一
月
号
か
ら
は
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

平　

井　

子　

晴　

書

○
選
定
用
紙
以
外
の
も
の
は
選
外
と
し
ま
す
。

　

臥
龍
会
選
定
用
紙
は
本
部
に
ご
注
文
く
だ
さ
い
。（
枠
ア
リ
枠
ナ
シ
共
通
で
す
。）

　

下
記
の
詳
細
を
参
照
下
さ
い
。

臥　龍　会　選　定　用　紙
冊　数 価　　格 送　料 合　計

１～２冊

１冊につき
４６０円

１８０円 送料加算

３～８冊 ３７０円 送料加算

９～ 29 冊 本部問合せ 送料加算

30 冊以上 送料本部負担

◎現金書留または振替での送金も可とします。会費等と同送の場合
　は正確な明細を必ずご記入下さい。

募　

集　

要　

項

今
月
か
ら
筆
記
具
指
定
が
変
わ
り
ま
す
。

①
黒
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用
に
限
り
ま
す
。

ペ
ン
・
鉛
筆
・
サ
イ
ン
ペ
ン
等
は

不
可
。

②
硬
筆
部
は
、
今
ま
で
の
級
位
を
継

続
し
ま
す
。
必
ず
「
支
部
・
級
位
・

姓
号
」
を
所
定
の
位
置
に
書
い
て

下
さ
い
。



半
紙
部 

漢
字
科

編
集
部
記

　

楷
書　
　
　
「
一い
ち

意い

専せ
ん

心し
ん

」

日
賀
野　
　

琢　

書
・
解
説　

課
題
文
字
解
説

　
「
一い
ち　

意い　

専せ
ん　

心し
ん

」

　
「
意
を
一
（
い
つ
）
に
し
て
心
を
専
（
も
っ
ぱ
）
ら
に
す
」
と
読
む
。

こ
の
言
葉
は
か
つ
て
若
乃
花
（
三
代
目
）
が
大
関
に
昇
進
し
た
と
き
、

『
こ
れ
か
ら
は
、
一
意
専
心
稽
古
に
励
み
、
相
撲
道
に
精
進
し
ま
す
』

と
挨
拶
し
た
こ
と
で
話
題
に
な
っ
た
。

　

出
典
と
し
て
は
「
一
意
摶
心
」
と
い
う
表
記
で
、『
管
子
』（
か
ん
し
）

―
春
秋
時
代
の
管
仲
（
か
ん
ち
ゅ
う
）
＝
紀
元
前
七
世
紀
の
人
＝
の

書
と
言
わ
れ
る
）
に
見
え
る
。「
摶
」
は
「
專
」
と
同
じ
。

　

ま
た
、
ひ
っ
く
り
返
し
て
「
専
心
一
意
」
と
も
言
う
。（
前
漢
の
陸

賈
＝
紀
元
前
二
世
紀
の
人
＝
の
『
新
語
』
に
見
え
る
。

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
臥
龍
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

第
一
弾
！

　

今
月
か
ら
同
月
三
体
を
担
当
し
ま
す
。
皆
様
方
の
個
性
的
で
自
由

な
表
現
を
期
待
し
て
、
一
生
懸
命
参
考
手
本
を
揮
毫
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊　
　
　
　
　
　
　

　

一
…
今
月
は
虞
世
南
「
孔
子
廟
堂
碑
」
風
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
　
　

起
筆
を
穏
や
か
に
入
れ
て
、だ
ん
だ
ん
加
圧
し
て
収
筆
を
し
っ

　
　
　

か
り
押
さ
え
ま
す
。

　

意
…
全
体
を
縦
長
に
聳
え
立
つ
よ
う
に
。「
心
」
は
扁
平
に
し
ま
す
。

　

専
…
こ
れ
も
縦
長
に
。
字
形
は
「
ム
」
が
入
る
旧
体
に
し
ま
し
た
。

　

心
…
空
間
を
占
め
る
た
め
に
堂
々
と
。
三
つ
の
点
各
々
に
心
を
込

　
　
　

め
て
。

支
部
名
・
個
人
は
県
名
又
は
市
名
・
段
級
・
性
名
（
号
）
を
筆
で
書
き
ま
す
。

漢
字
科
楷
書
・
行
書
・
草
書
の
段
級
は
共
通
で
す
。

次
号
課
題
「
士
魂
商
才
」
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半紙部 漢字科

半紙部 漢字科

行書　「一意専心」

草書　「一意専心」
日賀野　　琢　書・解説

日賀野　　琢　書・解説

☆レッスンポイント

一…起筆は強く打ち込み、

収筆で気脈を演出。

意…点を高い位置に。自然

な流れを保ちながら一

気に進む。

専…上部の幅を狭く、「寸」

で横に展開。

心…一画目の点と二画目を

連結、最後の二点は気

持ちを切らずに。

☆レッスンポイント

一…書譜の「一」を念頭に。

横から滑り込むように

入筆。

意…弾むような運筆を。打

楽器的に。

専…上部は左右に筆を沈め

ながら、最後の回転は

軽快に。

心…上下にしっかりと筆を

紙に喰い込ませてリズ

ミカルに。

作品の左側に「支部名（個人は県名か市名）・段級・姓号」を毛筆書して下さい。なお、課題文字の書体や書

き振りで楷書・行書・草書の判別がつきにくい場合があります。必ず左下に    の区別、プラス「支部・

段級・姓号」を鉛筆書して下さい。過大紙・着色紙は使用しないこと。
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「
関
戸
本
古
今
集
」
ポ
ケ
ッ
ト
メ
モ

　

伝
藤
原
行
成
筆
と
さ
れ
る
が
筆
者
不
明
。
関
戸
家
蔵
に
よ
り
こ
の
名
が
つ
い

た
。
華
麗
で
多
彩
な
連
綿
技
法
と
か
な
ど
調
和
し
た
和
様
漢
字
は
古
筆
の
頂
点

と
さ
れ
、
明
治
以
来
、
人
気
度
ト
ッ
プ
の
劇
跡
。

関
戸
本
古
今
集
（
せ
き
ど
ぼ
ん
こ
き
ん
し
ゅ
う
）

二
玄
社　

日
本
名
筆
選
（
１
９
）
３
３
頁
５
０
６

◇
一
首
全
文

「
ひ
と
し志
れ
ぬ
お於
も
ひ
や
な
ぞ
と
あ
し
が
き支
の
ま万
ぢ
か可
く
み三
れ
ど

　

あ
ふ
よ
し
も毛
な
し
」

◇
歌
意　

人
知
れ
ぬ
思
い
な
ん
て
無
意
味
だ
と
思
っ
て
は
い
る
が
間
近
に 

葦
の
垣

根
と
同
様
に
間
近
に
住
ん
で
い
て
も
会
う
機
会
は
な
い
も
の
だ
。

◇
課
題　

「
ひ
と
し志
れ
ぬ
お於
も
ひ
や
」

◇
解
説　

新
方
式
最
初
の
課
題
で
す
。
学
習
区
分
は
、
一
月
号
か
ら
五
月
号
ま
で
、

六
月
号
か
ら
一
〇
月
号
ま
で
、
十
一
月
号
か
ら
十
二
月
号
ま
で
の
三
区

分
と
し
、
一
年
で
三
首
を
臨
書
し
ま
す
。

　
　
　
　

今
回
は
五
月
号
ま
で
一
首
を
五
回
、
様
々
な
視
点
か
ら
検
証
し
ま
す
。

　
　
　
　

一
行
目
「
ひ
と
し
れ
ぬ
」

　
　
　
　

潤
沢
な
墨
量
で
、
字
幅
と
配
置
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
な
が
ら
五
字
連
綿

「
志
」
か
ら
「
れ
」
、
「
れ
」
か
ら
「
ぬ
」
へ
の
連
綿
線
の
筆
使
い
は

似
て
い
て
非
で
す
。
行
の
傾
斜
と
文
字
の
中
心
を
正
確
に
読
み
き
っ
て

書
い
て
く
だ
さ
い
。

二
行
目
「
お
も
ひ
や
」

細
め
な
が
ら
す
べ
て
放
ち
書
き
で
筆
脈
を
通
す
。
字
間
の
微
妙
な
違
い
見
落
と
さ

な
い
。
字
の
幅
と
前
の
字
と
の
間
合
い
と
左
右
の
位
置
関
係
は
常
に
掴

ん
で
お
く
習
慣
を
。

★
募
集
要
項

①
教
範
～
特
位

②
作
品
本
文
の
文
末
に
添
わ
せ
て
雅
号
ま
た
は
名
前
を
○
○
臨
と
毛
筆
書
し
て
下

さ
い
。
さ
ら
に
左
下
に
「
支
部
・
級
位
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

　

過
大
紙
・
濃
い
着
色
紙
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

吉　

田　

竹　

溪　

臨
・
解
説　
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半
紙
部 

か
な
科　
上
級
〔
臨
書
・
関
戸
本
古
今
集
〕〈
教
範
～
特
位
〉

原
帖
・
解
説
を
参
照
し
、
右
の
よ
う
に
半
紙
に
臨
書
し
て
く
だ
さ
い
。

■
次
号
課
題　

関
戸
本
古
今
集
５
０
６
「
ひ
と
し
し志

れ
ぬ
お於

も
ひ
や
な
ぞ
と
あ
し
が
き支

の

　
　
　
　
　
　

ま万

ぢ
か
か可

く
み三

れ
ど
あ
ふ
よ
し
も
も毛

な
し
」

◎
法
帖
取
次
い
た
し
ま
す
。

二
玄
社
・
日
本
名
筆
選
19　

関
戸
本
古
今
集　

三
、
七
四
〇
円　

送
料
三
七
〇
円

申
込　

臥
龍
会
本
部　
　

現
金
書
留
ま
た
は
振
替
で
の
送
金
も
可



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貞　

永　

大　

樹　

書
・
解
説　
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半
紙
部 

か
な
科　
初
級　
〈
優
位
～
新
入
〉

大お
ほ
つ
ゑ

津
絵
の　

筆
の
は
じ
め
は　

何な
に 

仏ぼ
と
け（
松
尾
芭
蕉
）　
　

変
体
仮
名
＝
に（
尓
）・ほ（
本
）・け（
介
）

１
９
６
４
年　

京
都
市
生
ま
れ

１
９
８
７
年　

筑
波
大
学
芸
術
専
門
学

群
書
コ
ー
ス
卒
業

現
在　

滋
賀
県
立
高
校
書
道
科
教
諭

公
益
社
団
法
人
滋
賀
県
書
道
協
会
理
事

　

今
月
号
よ
り
、か
な
科
初
級
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

初
級
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
俳
句
を
題
材
に
、
仮
名
の
基
本
用
筆
、

　
　

単
体
（
一
行
目
）

　
　

連
綿
（
二
行
目
）

　
　

変
体
仮
名
＋
連
綿
（
三
行
目
）

を
学
習
で
き
る
よ
う
構
成
し
て
い
ま
す
。

部
分
練
習
を
し
っ
か
り
や
っ
て
、
基
礎
基
本
を
習
得
し
て
く
だ

さ
い
。

一
行
目
＝
平
仮
名
の
単
体

お
ほ
つ
ゑ
の

起
筆
や
転
折
時
の
用
筆
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

二
行
目
＝
平
仮
名
を
何
カ
所
か
連
綿

　

ふ
で

力
強
い
連
綿
線
で

　

は
じ

中
心
を
右
移
動
し
て
一
気
に

三
行
目
＝
変
体
仮
名
と
連
綿
を
交
え
て

　

な
に

行
幅
の
変
化
を
意
識
し
ま
し
ょ
う

　

ほ
と
け

　
「
と
」
の
最
後
を
省
略
し
て
「
け
」
に
連
綿
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。
行
の
中
心
右
移
動
。

★
募
集
要
項

①
優
位
～
新
入

②
作
品
本
文
の
文
末
に
添
わ
せ
て
雅
号
ま
た
は
名
前
を
「
〇
〇

か
く
」
と
毛
筆
書
き
し
て
下
さ
い
。
さ
ら
に
左
下
に
「
支
部
・

級
位
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

　

過
大
紙
・
濃
い
着
色
紙
は
使
用
し
な
い
こ
と
。



半
紙
部 

篆
書
科

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

今
月
か
ら
新
た
に
「
篆
書
科
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

篆
書
は
漢
字
の
五
書
体
の
中
で
、
最
も
古
い
書
体
で
す
。

　

ひ
と
く
ち
に
篆
書
と
い
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル

が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
秦
の
始
皇
帝
の
頃
（
紀
元
前
二
一
九

年
）
に
完
成
さ
れ
た
姿
の
「
小
篆
」
を
じ
っ
く
り
と
学
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

①
起
筆
は
筆
先
が
出
な
い
よ
う
に
、
一
回
巻
い
て
、
つ
つ
み

こ
む
よ
う
に
し
ま
す
。

②
線
を
引
く
と
き
は
筆
先
が
線
の
中
央
を
通
る
よ
う
に
動
か

し
ま
す
。

③
収
筆
は
強
く
押
え
た
り
、
ぬ
き
払
っ
た
り
せ
ず
、
そ
の
ま

ま
筆
を
引
き
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
す
。

④
横
画
は
水
平
が
原
則
で
す
。

※
篆
書
の
中
で
も
、
こ
の
小
篆
を
書
く
際
に
は
、
息
を
殺
し

て
（
時
に
は
息
を
止
め
て
）
、
し
っ
か
り
線
を
引
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

普
段
、
右
上
が
り
の
楷
書
や
、
動
き
の
あ
る
行
草
書
に
慣

れ
て
い
る
私
た
ち
は
、
い
か
に
自
分
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
が

い
い
加
減
か
体
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

荘
厳
で
静
止
的
な
小
篆
の
美
し
さ
を
表
現
し
ま
し
ょ
う
。

★
募
集
要
項

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
落
款
不
要
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
新
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下

さ
い
。

③
篆
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科
楷

書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
今
月
は
全
員
「
新
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

日
賀
野　
　

琢　

書
・
解
説　
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【
課
題
語
句
】　

三　

五　

（
漢
数
字
）

　

最
初
は
基
本
的
な
小
篆
の
点
画
を
取
り
上
げ
ま
す
。

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
（
審
査
後
、
編
入
段
級
を
決
定
発
表
し
ま
す)



☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

今
月
か
ら
新
た
に
「
隷
書
科
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

本
会
で
は
今
ま
で
も
条
幅
科
や
半
紙
臨
書
研
究
科
で
隷
書

を
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
あ
ら

た
め
て
独
立
し
た
部
門
と
し
て
、
隷
書
学
習
に
取
り
組
ん
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

　

隷
書
に
は
様
々
な
姿
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
基
本
と
な

る
「
八
分
体
」
を
学
び
ま
す
。

　
　

【
隷
書
の
四
原
則
】

　

①
逆
入　

全
て
の
点
画
の
起
筆
を
、
筆
を
巻
き
込
む
よ
う

に
逆
に
入
れ
ま
す
。

　

②
波
勢　

隷
書
の
全
て
の
点
画
に
は
波
勢
と
い
う
流
麗
な

波
の
リ
ズ
ム
が
内
臓
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
字

中
、
主
役
と
な
る
横
画
の
収
筆
に
は
右
上
に
跳

ね
上
げ
る
波
磔
（
は
た
く
）
が
つ
き
ま
す
。

　

③
水
平　

八
分
体
の
隷
書
は
原
則
的
に
水
平
感
覚
で
す
。

　
　
　
　
　

偏
旁
の
字
で
偏
が
右
上
が
り
に
な
っ
て
も
旁
で

緩
和
さ
れ
て
正
面
向
き
に
な
り
ま
す
。

　

④
扁
平　

隷
書
は
横
へ
の
展
開
が
旺
盛
な
た
め
、
文
字
全

体
の
字
形
は
概
ね
横
長
に
な
り
ま
す
。
な
る
べ

く
背
を
低
く
、扁
平
に
構
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

＊
隷
書
は
表
現
の
幅
が
広
い
の
で
、
必
ず
し
も
参
考
手
本
に

依
ら
ず
、
独
自
に
表
現
さ
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

★
募
集
要
項

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
落
款
不
要
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
新
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下

さ
い
。

③
隷
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科
楷

書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
今
月
は
全
員
「
新
」
と

書
い
て
く
だ
さ
い
。

半
紙
部 

隷
書
科

日
賀
野　
　

琢　

書
・
解
説　

【
課
題
語
句
】　

古　

典　

（
こ
て
ん
）

　

最
初
は
基
本
的
な
八
分
体
を
取
り
上
げ
ま
す
。

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
（
審
査
後
、
編
入
段
級
を
決
定
発
表
し
ま
す)
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赤　

澤　

寧　

生　

書
・
解
説　

１
９
７
４
年　

宇
都
宮
市
生
ま
れ

現
在

毎
日
書
道
展
審
査
会
員

創
玄
書
道
会
一
科
審
査
会
員

日
本
詩
文
書
作
家
協
会
評
議
員

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

　

新
設
の
詩
文
書
科
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
読
め
て
」「
飾
っ
て
」「
生
活
の
中

で
楽
し
め
る
」
詩
文
書
作
品
作
り
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
代
の
文
（
日
本
語
）
を
、
日
本
人
で
あ
る
我
々
が
、
書

作
品
の
素
材
と
し
て
書
く
こ
と
は
、
自
然
な
こ
と
で
す
。
積

極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
書
の
楽
し
み
の
幅
を
広
げ
ま
し
ょ

う
。
幅
が
広
が
る
と
、
更
に
書
道
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

詩
文
書
の
制
作
で
は
、
漢
字
と
平
仮
名
と
の
調
和
が
一
番

の
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
課
題
で
は
、
平
仮
名
の
大
中
小
の
変
化
に
注
目
し

て
く
だ
さ
い
。
特
に
大
き
い
平
仮
名
が
漢
字
と
の
調
和
を
も

た
ら
し
て
い
ま
す
。
隣
り
の
行
と
の
押
し
引
き
も
参
考
に
し

な
が
ら
構
成
を
考
え
て
書
い
て
く
だ
さ
い
。

★
募
集
要
項

①
半
紙
タ
テ
。
毛
筆
の
落
款
は
自
分
の
名
（
号
）
を
書
く
。

②
左
下
に
鉛
筆
で
「
支
部
・
新
・
姓
号
」
を
横
書
き
し
て
下

さ
い
。

③
詩
文
書
科
の
段
級
は
独
自
の
段
級
と
な
り
ま
す
。
漢
字
科

楷
書
・
行
書
・
草
書
と
は
別
で
す
。
今
月
は
全
員
「
新
」

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。

【
課
題
語
句
】
初
夢
や
さ
め
て
も
花
は
は
な
ご
こ
ろ
〈
千
代
女
〉

半
紙
部 

詩
文
書
科

全
て
の
会
員
が
出
品
で
き
ま
す
（
審
査
後
、
編
入
段
級
を
決
定
発
表
し
ま
す)
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半
紙
部 

臨
書
研
究
科
【
孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
】
教
範
～
新
入
（
半
紙
）
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【
龍
門
二
十
品
】（
り
ゅ
う
も
ん
に
じ
ゅ
っ
ぴ
ん
）

　

龍
門
二
十
品
と
は
北
魏
時
代
に
開
鑿
さ
れ
た
龍
門
石
窟

内
の
、
書
法
的
に
秀
で
た
造
像
記
二
〇
種
の
総
称
で
、
現

在
最
も
一
般
的
な
呼
称
で
す
。

　

造
像
記
と
は
、
亡
き
人
の
供
養
、
一
族
の
安
穏
を
祈
願

し
て
仏
像
を
造
立
す
る
由
来
を
記
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

【
孫
秋
生
劉
起
祖
等
造
像
記
】

　
　
（
そ
ん
し
ゅ
う
せ
い
り
ゅ
う
き
そ
と
う
ぞ
う
ぞ
う
き
）

　

景
明
三
年(

五
〇
二)

、
一
三
〇
・
〇
×
四
九
・
〇
㎝
、

　

全
一
三
行
、
一
行
三
十
九
字
。

「
榮
陽
太
守
孫
道
」

○
学
習
の
ね
ら
い

　

鋭
く
強
い
点
画
を
持
ち
、
右
肩
上
が
り
で
引
き
締
ま
っ
た

方
筆
の
特
色
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

☆
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト

榮
…
重
厚
な
結
体

陽
…
鋭
い
右
上
が
り
と
バ
ラ
ン
ス

太
…
切
れ
味
よ
く

守
…
長
い
横
画

孫
…
起
筆
の
角
度
に
注
意

道
…
最
終
画
の
し
ん
に
ょ
う
の
払
い

★
募
集
要
項

①
教
範
～
新
入
。

　

半
紙
部
漢
字
臨
書
研
究
科
の
段
級
は
、
漢
字
科
の
段
級
と

共
通
。

　

課
題
文
字
六
文
字
（
参
考
手
本
参
照
）
を
半
紙
に
臨
書
。

②
作
品
左
側
に
雅
号
ま
た
は
名
前
臨
の
み
を
毛
筆
書
し
、
さ

ら
に
左
下
に
「
支
部
・
段
級
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下

さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

石　

彰　

之　

臨
・
解
説

○ 

○ 

臨



郷　

間　

大　

悠　

書　

▽
原
文

春
宵
一
刻
直
千
金
。
花
有
清
香
月
有
陰
。

▽
読
み
下
し
文

　

 

春し
ゅ
ん 

宵し
ょ
う

一い
っ

刻こ
く

直あ
た
ひ

千せ
ん

金き
ん

、
花は

な

に
清せ

い

香こ
う

有あ

り
月つ

き

に
陰か

げ

有あ

り
。

▽
出
典

蘇
軾

※
今
月
よ
り
条
幅
部
課
題
科
は
一
部
二
部
が
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

教
範
か
ら
新
入
ま
で
が
こ
の
課
題
で
出
品
で
き
ま
す
。

【
今
月
の
レ
ッ
ス
ン
ポ
イ
ン
ト
】

　

今
月
か
ら
条
幅
課
題
科
は
一
本
化
さ
れ
、
教
範
～
新
入
、
す
べ
て
の
会
員
の

方
が
出
品
で
き
ま
す
。

　

今
月
は
、
典
型
的
な
行
草
書
二
行
。
ま
ず
は
文
字
の
大
小
変
化
に
留
意
し
て

く
だ
さ
い
。
十
四
字
の
中
で
、主
役
に
な
る
字
は
大
き
め
に
（「
宵
」「
刻
」「
清
」

な
ど
）、
脇
役
は
小
さ
め
に
（「
一
」「
千
」「
月
」
な
ど
）。
大
小
と
字
幅
の
変

化
を
生
み
出
す
こ
と
で
、
行
に
振
幅
が
現
れ
、
空
間
の
美
し
い
出
入
り
が
表
出

し
ま
す
。
当
然
、
各
行
の
気
脈
の
貫
通
も
大
切
で
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
方
は
、
課
題
科
で
す
の
で
、
こ
の
詩
文
を
用
い
て
、
様
々
な
書

体
に
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。
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条
幅
部 

課
題
科

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）



平　

井　

子　

晴　

書　

条
幅
部
規
定

●
条
幅
部
・
課
題
科　

①
当
月
掲
載
手
本
の
課
題
に
限
る
。
書
体
書
風
は
任
意
。

②
一
人
一
点
。
③
半
切
タ
テ
書
。
④
漢
字
科
の
段
級
区
分
。
龍
（
教
範
・
特
師
範
）・

　

虎
（
師
範
・
準
師
範
・
七
段
）
天
（
六
段
・
五
段
・
四
段
）・
地
（
参
段
以
下
）

●
条
幅
部
・
自
由
科

①
当
月
掲
載
手
本
以
外
に
書
体
字
数
任
意
。（
同
月
の
別
科
課
題
は
不
可
）

②
一
人
一
点
。
③
そ
の
月
の
参
考
手
本
の
紙
型
。

④
無
差
別
審
査
（
第
一
次
審
査
に
よ
っ
て
龍
・
雪
・
月
・
花
の
区
分
決
定
。

　

そ
の
後
序
列
審
査
）

★
両
科
と
も
条
幅
左
下
部
に
「
種
別
（
課
題
科
・
自
由
科
）・
支
部
・
段
級
・
姓
号
」

を
タ
テ
書
で
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

以
上
規
定
違
反
の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

〆
切　

一
月
二
十
八
日

氣
新
光
照
（
気き

新あ
ら
た

た
に
光
ひ
か
り

照あ
き
らか
な
り
）
〈
王
讚
〉
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条
幅
部 

自
由
科

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）

創 作 研 究 科

漢
字
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
　
　
大
　
輪
　
無
　
涯

か
な
課
題　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

審
査
　
　
赤
　
澤
　
　
　
豊

萬
歳
壽
而
康

　
　
　
　
　
　

万ば
ん
ざ
い歳
寿じ
ゅ

に
し
て
康こ
う

。

袖そ
で
ぐ
ち口
に
日ひ

の
色い
ろ

う
れ
し
今け

さ朝
の
春は
る　

　
　
　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
三
浦
樗
良
〉

半
切
タ
テ
書

半
切
タ
テ
書

出
品
資
格　

準
師
範
以
上
。
書
体
自
由
。
無
差
別
審
査

出
品
資
格　

準
師
範
以
上
。
か
な
漢
字
の
変
換
自
由
。
ち
ら
し
自
由
。

　
　
　
　
　

か
な
づ
か
い
出
題
通
り
。
無
差
別
審
査
。

〆
切　

一
月
二
十
八
日

発
表
四
月
号

○
両
科
共
必
ず
「
支
部
・
段
級
・
姓
号
」
を
作
品
の
左
下
に
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

錢
陳
翠



猛
龍
。
字
神

。
南
陽
白
水
人
也
。
其
氏
族
（
猛も
う

龍り
ょ
う、
字あ
ざ
なは
神

、
南
陽
白
水
の
人
な
り
。
其そ

の
氏
族
は
）
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赤　

澤　
　
　

豊　

臨　

条
幅
部 

臨
書
研
究
科

臨
書
参
考
手
本

　
【
張
猛
龍
碑
】
①　

教
範
～
新
入
（
半
切
タ
テ
書
）



　

張
猛
龍
碑
を
学
ぶ(

第
一
回)

赤
　
澤
　
　
　
豊
　

　

臥
龍
誌
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
第
一
号
の
今
年
の
条
幅
臨
書
研
究
科
は
楷
書
の
張
猛
龍
碑
で
す
。

　

張
猛
龍
碑
（
北
貌
・
五
二
二
）
は
、
北
魏
の
魯
郡
の
太
守
を
し
て
い
た
張
猛
龍
の
徳
行
を
顕

彰
す
る
た
め
に
建
て
ら
れ
た
碑
で
す
。
山
東
省
曲
阜
の
孔
子
廟
に
あ
り
、
碑
文
は
楷
書
で
二
六

行
、
一
行
四
六
文
字
で
、
碑
陰
に
は
こ
の
碑
を
建
て
る
の
に
関
与
し
た
人
々
の
名
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
碑
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
清
時
代
の
碑
学
の
隆
盛
に
と
も
な
っ
て
代
表
的

な
北
碑
と
し
て
注
目
さ
れ
龍
門
造
像
記
や
鄭
道
昭
の
摩
崖
碑
に
続
く
北
貌
の
終
わ
り
頃
の
傑
作

で
す
。
同
時
代
の
墓
誌
な
ど
に
も
類
似
の
書
風
が
見
ら
れ
ま
す
。

◆
焦
点
は
字
形
の
バ
ラ
ン
ス

　

北
魏
の
楷
書
の
特
色
は
、
初
唐
の
三
大
家
（
欧
陽
詢
、
虞
世
南
、
褚
遂
良
）
の
楷
書
と
比
較

す
る
と
そ
の
特
色
が
よ
り
鮮
明
で
す
。

　

字
形
は
、
極
端
な
右
肩
上
が
り
を
示
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鋭
い
起
筆
の
打
ち
込
み
、
力
強

い
転
折
な
ど
は
、
刻
法
に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
く
拓
本
に
よ
っ
て
そ
の
緊
張
し
た
美
が
い
っ
そ

う
き
わ
だ
っ
て
い
ま
す
。
横
画
の
右
肩
上
が
り
が
、
ど
の
よ
う
な
造
形
上
の
バ
ラ
ン
ス
を
し
て

い
る
か
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
中
央
の
縦
画
と
字
形
の
中
心
線
と
の
関
係
は
、
縦
画
が
中
心
線

よ
り
や
や
右
寄
り
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
横
画
が
右
肩
上
が
り
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
縦
画
は

右
に
移
動
す
る
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
上
の
法
則
が
見
え
て
き
ま
す
。
次
に
、
右
払
い
の
線
の
長
さ

に
比
べ
、
左
払
い
の
線
が
や
や
長
め
で
、
し
か
も
強
い
筆
圧
で
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。
扇
と
芳

の
関
係
に
お
い
て
も
、
芳
の
大
き
さ
に
対
し
て
扇
が
か
な
り
大
き
め
に
書
か
れ
て
い
る
場
合
が

多
く
、
冠
と
足
か
ら
な
る
上
下
構
造
の
文
字
も
冠
を
大
き
め
に
強
調
し
て
い
ま
す
。
ま
た
扇
と

芳
の
高
低
の
差
も
著
し
い
表
現
で
、
し
か
も
長
い
横
画
を
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
い
ま
す
。

　

全
体
的
に
一
字
の
構
造
が
正
方
形
や
長
方
形
を
や
や
ゆ
が
ま
せ
た
斜
体
構
造
を
と
っ
て
い
ま

す
。

◆
唐
代
の
既
成
概
念
を
捨
て
て
書
こ
う

　

自
分
の
腕
の
中
に
ど
う
し
て
も
唐
時
代
の
楷
書
が
記
憶
さ
れ
、
な
か
な
か
張
猛
龍
碑
の
斜
体

構
造
に
迫
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
ず
張
猛
龍
碑
の
法
帖
全
体
を
眺
め
特
徴

を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
始
め
、
次
に
い
き
な
り
条
幅
に
書
か
ず
半
紙
で
練
習
し
て
か
ら
条
幅
に

書
く
こ
と
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

◆
各
字
の
ポ
イ
ン
ト

猛
…
「
子
」
の
横
画
は
右
上
が
り
に
張
り
出
す
。

龍
…
ハ
ネ
は
鋭
く
。
旁
の
終
画
は
右
に
長
め
に
。

字
…
求
心
的
な
字
形
だ
が
右
上
が
り
の
横
画
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

神
…
扇
と
旁
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
関
係
が
魅
力
的
。

…
二
つ
の
点
の
位
置
が
ポ
イ
ン
ト
。

南
…
三
画
目
短
く
下
側
に
位
置
し
、
右
側
の
張
り
を
強
調
。

陽
…
縦
長
字
形
。
旁
の
下
部
を
締
め
て
右
上
が
り
字
形
を
強
調
。

白
…
画
目
の
右
上
が
り
、
転
折
の
強
さ
。

水
…
左
払
い
特
に
長
く
字
形
の
安
定
を
図
る
。

人
…
一
、
二
画
目
の
バ
ラ
ン
ス
強
靭
な
感
じ
。
左
払
い
長
く
。

也
…
一
画
目
と
起
筆
の
位
置
と
最
終
画
の
位
置
が
下
部
で
揃
っ
て
い
る
。
二
画
目
高
い
。

其
…
六
画
目
左
長
く
、
左
の
点
の
位
置
が
右
の
点
の
位
置
よ
り
下
。

氏
…
一
角
目
強
く
払
い
四
画
目
右
下
に
強
く
張
る
。

族
…
横
画
並
行
で
右
上
が
り
。

　

作
者
は
ど
ん
な
性
格
の
人
だ
っ
た
の
か
？
文
字
か
ら
推
測
す
る
と
ま
た
張
猛
龍
碑
に
迫
る
楽

し
さ
が
湧
い
て
き
そ
う
で
す
。
少
し
字
形
の
特
徴
を
強
調
し
て
書
い
て
み
る
と
作
品
効
果
が
上

が
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

募　

集　

要　

項

●
条
幅
部
臨
書
研
究
科

①
当
月
掲
載
の
古
典
・
課
題
部
分
（
参
考
手
本
参
照
）
を
臨
書
。

②
一
人
一
点
。
③
半
切
タ
テ
書
。

④
審
査
区
分
＝
龍
（
教
範
・
特
師
範
）
・
虎
（
師
範
・
準
師
範
・
七
段
）

　

天
（
六
段
・
五
段
・
四
段
）
・
地
（
参
段
以
下
）

★
条
幅
左
下
に
「
臨
書
研
究
科
・
支
部
・
段
級
・
姓
号
」
を
鉛
筆
書
し
て
下
さ
い
。

以
上
規
定
違
反
の
作
品
は
審
査
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

◎
法
帖
取
次
ぎ
い
た
し
ま
す
。

二
玄
社
（
中
国
法
書
選
）

張
猛
龍
碑
（
23
）
ガ
イ
ド
付
・
・
・
二
、
五
〇
八
円
＋
送
料
三
七
〇
円

◎
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
で
の
送
金
も
可
と
し
ま
す
。
会
費
等
と
同
送
の
場
合
は
正
確

な
明
細
を
必
ず
ご
記
入
下
さ
い
。

本
部
選
定　

画
仙
紙　

取
次
い
た
し
ま
す
。

『
臥　

龍　

瑞　

雲
』　
一
反　

一
〇
〇
枚　
　

六
、
八
〇
〇
円
（
内
税
）

　

一
反
～
二
反
は
送
料
八
五
〇
円
・
三
反
以
上
は
送
料
無
料

　

（
遠
距
離
の
場
合
は
送
料
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
本
部
に
取
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
）

　

※
お
申
し
込
み
は
臥
龍
会
本
部
ま
で
。
現
金
書
留
ま
た
は
振
替
も
可
。
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小学二年てほん北　條　正　浩　書

幼年・小学一年てほん日賀野　　琢　書「おもち」

　　文…あらいそうめい

おもちを　ついたら

おしょうがつ

おもちが　しろい

おしょうがつ

おぞうに　たべたら

おしょうがつ

おもちが　のびる

おしょうがつ

おもちを　やいて

おしょうがつ

おもちが　おいしい

おしょうがつ

「日新」（にっしん）

☆レッスンポイント

意味…日々に新しくなってい

くこと。

　あけましておめでとうござ

います。二〇二〇年の始まり

です。今年は東京オリンピッ

ク・パラリンピックがありま

す。楽しみですね。

　　　※　　　　　※

日…たて画は、一画めより二

画めをやや長く、ほぼ平

行に書きます。よこ画は、

等間隔に書きます。

新…扁と旁のよこ幅はほぼ同

じですが、たては旁を長

くします。扁と右端をそ

ろえると、旁とケンカに

なりません。

筆順

― 18 ―



小学四年手本荒　井　久　雄　書

小学三年手本福　岡　俊　介　書

「初笑い」  （はつわらい）

☆レッスンポイント　

　新年あけましておめでとう

ございます。

　本年が皆様にとって、常に

笑いに満ちた幸多き年となり

ますようお祈りいたします。

　　　※　　　　　※

初…一画めの点に間をあけて

二画めを書く。四、五画

めは近づけて小さく書く。

「刀」は扁の上下に空間

をあけて書く。

笑…「竹」はやや扁平に書く。

「天」の横画と左右の払

いとの交わりを文字のほ

ぼ中心にして書く。左右

の払いはのびやかに書く。

い…二つの画の中の空間を広

くとる。線が直線的にな

らないよう気をつける。

「万物」  （ばんぶつ）

☆レッスンポイント　

　万物とは宇宙に存在するす

べてのことや、ありとあらゆ

ることを言います。似たよう

な言葉に森羅万象などがあり

ます。

　　　※　　　　　※

万…一画目は右上がりに書き、

終筆をしっかりと書きま

しょう。また二画目のハ

ネは直角にハネましょう。

物…「牛」の二画目はやや右

上がりに書き、その中央

に三画目を垂直に書きま

しょう。旁の左払いはど

れも同じ間隔で書きま

しょう。

筆順
筆順
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小学六年手本赤　澤　　　　豊　書

小学五年手本平　石　彰　之　書

「永久不変」（えいきゅうふへん）

☆レッスンポイント

意味…いつまでも果てしなく

続いて変わらないこと。

　　　※　　　　　※

永…この字には書道の基本点

画が含まれているので

しっかり習得しよう。

久…左右の払いはのびやかに

書き、安定させる。

不…一画めの横画は長めに

しっかりと。左払いのび

のびと。

変…縦長の字形。下部は方向

をとらえて張りのある線

でのびやかに引こう。

「歌留多」  （かるた）

☆レッスンポイント　

　新年あけましておめでとう

ございます。

　令和になって初めてのお正

月ですね。

　どんなカードゲームのかる

たがあるか調べて遊んでみま

しょう。

　　　※　　　　　※

歌…左側の二つの「可」の大

きさと、扁と旁とも縦長

に。

留…「　」を「田」よりも幅

を広く。「田」の左右の

縦画はやや内に。

多…上部をやや横に、下部は

長めに。

筆順
筆順
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中学（一・二・三年）手本（楷書）神　長　雪　華　書

「弱肉強食」

　（じゃくにくきょうしょく）

☆レッスンポイント　

　「弱肉強食」とは、弱い者が、強

い者の犠牲になることをいいます。

　　　　※　　　　　※

弱…旁の方をやや大きく幅広に書

きます。扁・旁の点の位置

は、三画めの転折の真下に

書くようにします。

肉…「人人」の交点が文字の中心

になります。下の「人」は、

やや小さく書き、下部に空

間を作ります。四画、六画

めは止めます。

強…扁は狭く、旁はそれよりも

やや幅広く書きます。上部

はそろえますが、旁の下を

少しあけます。旁の横画は、

ほぼ等間隔に書きます。

食…一、二画めは、直角に開き、

その交点と三画めの点が中

心になります。二画めは払

い、最終の画は止めるのが

美しい形です。

☆出品のきまり

▽清書には「支部名・個人は県名又は市名・学

年・段級・姓名」を書きます。

▽会員は毎月清書一枚を出品して、「段・級」を

受けます。優れた作品は成績名簿に○がつき、

段級が上がり、特に優秀な作品には最優秀賞や

特選や賞がつきます。

▽各学年の決められた毛筆課題手本を半紙に、硬

筆課題手本を硬筆用紙に書きます。

▽はじめて出品する時は「新」、次からは決まっ

た級または「再」と書きます。

☆おねがい

　作品を書き上げ後、昇級した場合、毛筆書きも

鉛筆書も新しい段級に訂正ください。どちらか

一方を直しますと間違いのもとになります。

※毛筆書きの訂正は鉛筆ではなく赤でお願いしま

す。

 次号予告（二月号課題）

幼年・小一年こたつ

小二年天体

小三年動作

小四年見覚え

小五年お得意芸

小六年星雲銀河

中学部天下無敵

（楷　　書）
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成　島　北　水　書　 硬筆科　幼年・小学一・二年手本（黒色えんぴつＢか２Ｂで書いて下さい）

日賀野　千恵子　書　 硬筆科　小学三・四年手本（黒色えんぴつＢか２Ｂで書いて下さい）

日賀野　　　琢　書　 硬筆科　小学五・六年生課題（黒色のサインペン・万年筆・ボールペンなどで書いて下さい）

赤　澤　　豊　書　 硬筆科　中学一・二・三生手本（黒色のサインペン・万年筆・ボールペンなどで書いて下さい）

☆お願い…低学年の「支部名・学年・氏名」は左欄外に楷書で補足書きして下さい。

☆臥龍会硬筆科選定用紙一冊（50枚）１９０円

　冊数を明記の上、送料は加えて現金書留または振替で

　本部までお申し込み下さい。郵送の場合３冊以上とな

　ります。

　送料　３冊　　　１８０円

　　　　４～12冊　３６０円

　　　　13冊以上の場合は本部へお問い合わせ下さい。

☆出品のきまり

▽出品は一人1枚です。

▽清書には消しゴムを使わないで下さい。

▽臥龍会選定硬筆用紙を必ず使用して下さい。

▽毛筆と同じ段級を書いて下さい。

※四月〆切より、硬筆科の段級は毛筆科とは別になります。

※四月より五年生以上は筆記具の指定が変わります。
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令和元年　臥龍年間賞発表
令和元年度、臥龍年間賞が決定しました。これは１月号～12月号までの集計です。
この点数は、半紙部（楷書・行書・草書・かな）の１席３点、２席２点、３席１点）条幅部（課題・自
由・臨書・創作漢字・創作かな）の１席５点、２席４点、３席３点、４席２点、５席１点が得点となりま
す。条幅創作研究科（漢字・かな）の出品回数を１科につき１点加算いたします。
したがって（　）内の点数が出品回数および加算された点数となります。（例、１ケ月、漢字・かな創作
両科出品の場合２点加算）創作科は発表の月（２月号～12月号）となります。
◇対象は漢字・かな、教範・特師範の方。（例、漢字特師範・かな師範の場合、漢字のみ加算）
◇昇級試験点数に創作研究科出品回数を加算します。漢字・かな、教範・特師範・師範試験を受験される
　方はなるべく創作研究科に出品ください。
◆上位10席までの方と特師範上位の２名の方は２月開催の『躍龍たちの宴』にて表彰します。

■過去臥龍年間賞大賞受賞者（現在出品者４名）

岩上　智和 79（10） 髙橋　智子 73（20） 和賀　幸恵 67（20） 髙根澤深幸 50（10）

■臥龍年間賞受賞者及び上位得点表（範位は令和01年10月号現在）

順位 氏　名 教特師 得点 創研 氏　名 教特師 得点 創研 氏　名 教特師 得点 創研

1 野地　翔田 教範 84 （10） 野沢　安喜 教範 36 （20） 木村　多伊 教範 28 （18）

2 小池　功逸 教範 57 （ 8） 佐藤　香月 教範 36 （10） 篠崎　純子 教範 28 （20）

3 山下　睦未　 教範 56 （10） 大原　綾月 教範 35 （20） 吉澤　千夏 特師範 28 （ 9）

4 中村　禮子 教範 55 （20） 小野　悦子 教範 32 （20） 鈴木　鳴鳳 教範 27 （20）

5 佐藤　友美 教範 47 （20） 柴田　響水 教範 32 （20） 神山　和子 特師範 27 （20）

6 大輪　　司 特師範 46 （10） 豊田　右歸 教範 30 （ 9） 亀井　信子 特師範 27 （ 8）

6 増岡　弘子 教範 46 （20） 長棹　芳枝 教範 30 （19） 廣瀬　夢和 特師範 26 （14）

8 青木　泰子 教範 39 （20） 荒嶋　仁美 教範 29 （10） 床井　貴子 特師範 25 （10）

9 古橋　洋舟 教範 38 （20） 竹原　春香 教範 29 （10） 山田　千代 教範 25 （10）

10 山下　敬起 教範 37 （10） 五十嵐天類 特師範 28 （10） 以下省略 　 　 　

■臥龍年間賞大賞受賞者一覧
昭和54年 赤澤　　豊 平成元年 赤澤　　豊 平成11年 吉田　竹溪 平成21年 髙橋香代子

55年 池谷　流外 ２年 赤澤　　豊 12年 石川　子澄 22年 神長　雪華

56年 関根　光石 3年 関根　光石 13年 中津原軒陽 23年 福岡　俊介

57年 赤澤　　豊 4年 舘沼　天游 14年 猪又　宏孟 24年 柏﨑　麗泉

58年 赤澤　　豊 5年 赤澤　　豊 15年 山口　子晴 25年 北山　未晨

59年 赤澤　　豊 6年 鈴木　源泉 16年     猪又　澪舟 26年 髙橋　智子

60年 赤澤　　豊 7年 大輪　無涯 17年     同点持越し 27年 髙根澤深幸

61年 赤澤　　豊 8年 久津美碧洋 18年     手塚　雲龍 28年 小田林尚華

62年 赤澤　　豊 9年 赤澤　寧生 19年    廣岡　道外 29年 岩上　智和

63年 赤澤　　豊 10年 郷間　大悠 20年    吉田　長子 30年 和賀　幸恵
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特  選（条幅部・11月〆切分）
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墨
が
深
く
入
り
込
み
、
リ
ズ
ム
感
の
あ
る
躍
動
し
た
運
筆
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
行
も
通
り
筆
意
一
貫
し
、
「
飜
」
を
渇
筆
で
書
い
た
と
こ
ろ
や
落
款
で
密

度
を
高
め
引
き
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
作
品
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
お
見
事
で
す
。
（
郷
間
大
悠
選
評
）

　

奇
を
衒
う
こ
と
な
く
穏
や
か
に
運
筆
さ
れ
て
お
り
、
実
に
悠
揚
な
雰
囲
気
の
佳
作
。
（
柏
﨑
麗
泉
選
評
）

龍　

門　
　

小　

池　

功　

逸　

氏　

翔　

芸　
　

蔭　

山　

幸　

江　

氏　

課　

題　

科

課　

題　

科
（
一
部
）

（
二
部
）



特  選（条幅部・11月〆切分）

― 25 ―

自　

由　

科

臨
書
研
究
科

　

し
っ
か
り
と
運
筆
し
、
上
部
に
余
白
を
整
理
し
て
味
わ
い
深
く
さ
れ
て
い
る
。
気
脈
一
貫
。
（
鈴
木
源
泉
選
評
）

　

原
帖
に
迫
る
観
察
力
の
確
か
さ
は
群
を
抜
き
、
か
つ
筆
力
共
に
溢
れ
敬
服
す
る
。
（
大
輪
無
涯
選
評
）

龍　

門　
　

野　

地　

翔　

田　

氏　

悠　

豊　
　

豊　

田　

右　

歸　

氏　



優秀作品（半紙部・教範・特師範）
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竹
風　

特
師
範　

金
子　
　

清
氏　

直
線
と
曲
線
を
品
良
く
組
み
合
わ
せ
て
趣
が
あ
る
。

一
点
の「
ゆ
る
み
」も
見
せ
て
な
い
。（
鈴
木
源
泉
選
評
）

晴　

教
範　

塚
田　

伸
子
氏　

力
感
溢
れ
た
線
、
太
細
の
バ
ラ
ン
ス
に
一
日
の
長
あ
り
。

（
大
輪
無
涯
選
評
）

楽
豊　

教
範　

小
熊　

伸
子
氏　

肥
痩
・
潤
渇
な
ど
羊
毛
筆
の
特
性
を
駆
使
し
興
趣
深
い
。

や
や
曲
線
過
剰
が
気
に
な
る
。（
吉
田
竹
渓
選
評
）

朴　

特
師
範　

田
代　

磨
沙
氏　

筆
圧
の
利
い
た
伸
び
や
か
な
線
で
好
感
度
あ
り
。

（
大
輪
無
涯
選
評
）

高
芸　

特
師
範　

佐
藤
八
寿
子
氏　

筆
線
に
生
気
み
な
ぎ
り
立
体
感
あ
る
逸
品
。
字
形
を
正

方
形
に
ま
と
め
た
の
は
一
考
。　

  

（
吉
田
竹
渓
選
評
）

朴　

教
範　

岩
上
智
和
氏　

力
強
く
筆
勢
豊
か
で
躍
動
感
が
あ
っ
て
良
い
。
終
始
一
貫

し
た
運
筆
が
調
和
し
明
る
い
作
。
（
鈴
木
源
泉
選
評
）



特　 選 （半紙部）

― 27 ―

労
遊　

六
段　

福
田　

美
津
氏

重
厚
な
線
で
気
概
を
感
じ
る
。
生
気
が
あ
る
。

（
水
沼
龍
峰
選
評
）

若
木　

五
段　

川
俣　

胡
桃
氏　

メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
線
が
躍
動
、
運
筆
に
澱
み
な
く

文
字
造
形
も
美
し
い
。
（
郷
間
大
悠
選
評
）

田
芸　

優
級　

江
連　

功
氏　

筆
の
上
下
動
見
事
。
迷
い
無
く
終
始
一
貫
し
た
明
快
な

作
で
す
。
（
石
川
子
澄
選
評
）

日
里　

一
級　

鈴
木　

晃
雲
氏　

作
中
に
側
筆
と
直
筆
を
内
在
さ
せ
、
細
身
の
線
で
爽
や

か
に
纏
め
ら
れ
た
。 

　

  

（
柏
﨑
麗
泉
選
評
）

虚
心　

師
範　

島
崎　

香
秋
氏　

原
本
を
緻
密
に
観
察
さ
れ
、
大
胆
な
書
き
出
し
と
後
半

の
切
れ
味
が
好
対
照
。
行
の
筋
も
ピ
シ
ャ
リ
と
決
ま
っ

て
い
る
。
（
日
賀
野
琢
選
評
）

凱
風　

師
範　

木
村　

志
趨
氏 　

穏
や
か
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
運
筆
で
良
く
ま
と
め
て

い
る
。
伸
び
伸
び
し
て
明
る
い
。  （
鈴
木
源
泉
選
評
）
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首　

位　

評　

 

楷　

書　

科

教
範
～
準
師
範 

　
　
　
　
　
　

大
輪　

無
涯　

選
評　

○
千
春
氏　

実
直
な
姿
勢
で
取
り
組
ま
れ
、
堂
々
と
し
た
作
。

○
祐
子
氏　

筆
力
雄
渾
、
的
確
か
つ
書
品
高
雅
群
を
抜
く
。

○
明
日
香
氏　

お
だ
や
か
な
運
筆
に
魅
か
れ
た
。
伸
び
も
十
分
。

七
段
～
初
段 

郷
間　

大
悠　

選
評　

○
美
智
子
氏　

練
り
込
み
の
あ
る
線
質
で
ス
ケ
ー
ル
大
き
く
安
定

感
抜
群
。
好
感
の
持
て
る
力
作
。

○
有
紀
氏　

線
の
切
れ
味
見
事
。
堂
々
と
し
た
楷
書
作
。

○
寿
美
氏　

表
現
大
き
く
安
定
し
た
作
風
で
佳
。
余
白
も
生
き
て

い
る
。

○
志
朗
氏　

安
定
感
の
あ
る
結
体
。
大
き
な
構
え
で
堂
々
と
運
筆

さ
れ
力
感
十
分
。

○
真
理
氏　

の
び
や
か
な
線
で
淡
々
と
書
か
れ
大
ら
か
な
表
現
で

良
い
。

○
知
代
氏　

打
ち
込
み
強
く
線
が
健
康
的
。
燃
焼
度
が
高
く
生
き

生
き
し
て
い
る
。

○
彩
華
氏　

線
が
爽
快
。
文
字
造
形
も
美
し
く
明
る
く
大
ら
か
な
作
。

○
子
洋
氏　

筆
圧
の
利
い
た
暢
び
や
か
な
切
れ
の
あ
る
線
で
纏
め

ら
れ
た
。

○
寿
江
氏　

大
き
な
構
え
で
堂
々
と
運
筆
さ
れ
力
感
十
分
。

○
琴
春
氏　

ス
ケ
ー
ル
大
き
く
、
重
量
感
あ
る
タ
ッ
チ
で
力
感
十

分
の
作
。

○
脩
斗
氏　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
運
筆
で
、
線
が
良
く
喰
い
込
み
安

定
し
て
い
る
。

○
紀
子
氏　

丁
寧
に
運
筆
し
、
線
に
深
さ
が
あ
り
結
体
も
良
い
。

明
る
く
大
ら
か
な
作
。

○
初
枝
氏　

字
形
安
定
し
バ
ラ
ン
ス
良
い
。
線
に
喰
い
込
み
が
見

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
良
い
方
向
に
行
っ
て
い
る
。

優
級
～
九
級 

　

柏
﨑　

麗
泉　

選
評　

○
佳
奈
氏　

線
が
ガ
サ
ガ
サ
し
て
い
る
が
粗
い
訳
で
は
な
い
。
突

い
た
線
に
魅
力
が
あ
る
。

○
千
葉
氏　

北
魏
の
楷
書
を
意
識
し
て
の
鋭
い
起
筆
と
紙
に
喰
い

込
ん
だ
線
に
気
概
を
感
じ
る
力
作
。

○
結
衣
氏　

懐
の
広
い
構
成
。
練
度
の
高
い
重
厚
な
線
が
す
ば
ら

し
い
。
安
定
感
抜
群
。

○
真
代
氏　

暢
び
や
か
で
気
脈
が一貫
し
て
お
り
、
颯
爽
と
し
た
作
。
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○
美
羽
氏　

細
身
の
線
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
端
正
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。
少
し
大
胆
さ
が
欲
し
い
で
す
。

○
楓
氏　
　

構
成
大
き
く
剛
快
で
あ
り
、筆
が
佳
く
沈
み
豊
潤
な
作
。

○
咲
羽
氏　

一
画
一
画
入
念
に
着
実
に
運
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
気

力
充
実
の
作
。

〇
空
氏　
　

筆
の
弾
力
を
生
か
し
力
強
い
線
で
紙
面
い
っ
ぱ
い
で

す
が
、
明
る
く
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

〇
則
夫
氏　

筆
圧
の
変
化
が
巧
み
で
あ
り
運
筆
に
余
裕
が
あ
り
ま

す
。
各
字
の
字
形
は
美
し
い
で
す
が
、
紙
面
中
央
に

寄
せ
過
ぎ
ま
し
た
。

〇
眞
理
子
氏　

自
然
な
運
筆
に
よ
り
、
お
お
ら
か
で
穏
や
か
な
作
。

〇
有
彩
氏　

字
中
の
白
を
追
い
出
し
、
緊
張
感
の
あ
る
結
体
に
迫

力
を
感
じ
ま
す
。

 

行　

書　

科

教
範
～
準
師
範 

鈴
木　

源
泉　

選
評　

〇
峯
道
氏　

気
負
い
な
く
素
直
な
筆
致
で
、
明
る
い
ま
ろ
や
か
で

味
が
あ
る
。
安
定
感
の
あ
る
作
。

七
段
～
初
段 

　

水
沼　

龍
峰　

選
評　

〇
絵
梨
氏　

た
っ
ぷ
り
と
し
た
墨
量
で
気
迫
充
分
、
正
に
自
信
作
。

〇
幸
恵
氏　

運
筆
に
無
理
が
な
く
好
作
。
四
季
の
布
置
も
調
和
し

た
作
。

〇
瑞
衣
氏　

気
合
の
入
っ
た
使
筆
で
力
強
さ
が
良
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。

〇
彩
華
氏　

お
だ
や
か
な
線
で
流
動
美
が
あ
る
。
豊
か
さ
を
感
じ

ま
す
。

〇
明
巳
氏　

全
体
の
構
成
よ
く
運
筆
の
リ
ズ
ム
佳
、
好
感
の
も
て

る
作
。

〇
和
子
氏　

筆
力
と
動
き
が
う
ま
く
調
和
し
書
線
の
味
が
目
に
と

ま
り
ま
し
た
。

優
級
～
九
級 

 

松
島　

美
舟　

選
評　

〇
逢
舟
氏　

自
然
な
筆
致
で
造
形
に
無
理
が
な
く
、
安
定
し
た
書

き
振
り
で
す
。

〇
叶
人
氏　

堂
々
と
し
た
揺
る
ぎ
な
い
運
筆
で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

〇
有
衣
氏　

筆
捌
き
が
見
事
で
洗
練
さ
れ
た
美
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

〇
虎
魅
氏　

し
っ
と
り
と
し
た
落
ち
着
き
の
あ
る
線
で
と
て
も
穏

や
か
な
雰
囲
気
の
作
品
で
す
。

〇
光
世
氏　

抑
揚
の
き
い
た
線
が
し
っ
か
り
紙
面
に
食
い
込
ん
で

い
て
、
白
が
輝
い
て
み
え
ま
す
。

〇
咲
良
氏　

四
文
字
を
紙
面
一
杯
に
伸
び
や
か
に
収
め
て
い
て

ゆ
っ
た
り
と
し
て
い
ま
す
。
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○
佳
子
氏　

力
強
く
大
胆
な
運
筆
で
生
き
生
き
と
し
て
い
ま
す
。

○
奈
緒
美
氏　

均
整
の
と
れ
た
字
形
、
線
質
も
豊
か
で
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。

○
典
子
氏　

粘
り
の
あ
る
線
で
迷
い
の
な
い
筆
運
び
、
ど
こ
か
古

典
の
香
り
を
感
じ
ま
す
。

 

草　

書　

科

教
範
～
準
師
範 

吉
田　

竹
渓　

選
評　

○
好
恵
氏　

強
直
、
潤
渇
、
遅
速
な
ど
用
筆
で
堂
々
た
る
存
在
感

で
出
色
。

○
さ
と
み
氏　

切
れ
味
深
く
、
濶
達
な
用
筆
の
安
定
作
。
や
や
堅

さ
は
気
に
な
る
。

七
段
～
初
段 

神
長　

雪
華　

選
評　

○
絹
子
氏　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
筆
遣
い
で
、
線
が
深
く
、
ス
ケ
ー

ル
も
申
し
分
な
い
。

○
三
枝
氏　

味
わ
い
深
い
線
質
で
、
ど
っ
し
り
と
構
え
た
存
在
感

の
あ
る
作
。

○
圭
子
氏　

濃
墨
に
よ
る
、
強
く
切
れ
味
の
よ
い
線
で
見
事
。

○
真
里
氏　

ス
ケ
ー
ル
大
き
く
堂
々
と
書
い
て
い
て
、
線
に
温
か

み
が
あ
る
。

○
道
子
氏　

作
品
構
成
が
素
晴
ら
し
い
。
条
幅
作
品
を
見
て
み
た

い
。

○
祐
理
子
氏　

動
き
の
あ
る
力
強
い
線
で
、
躍
動
感
あ
り
。

○
美
知
花
氏　

し
っ
と
り
と
し
た
感
じ
で
、
落
ち
着
き
と
品
の
良

さ
を
感
じ
る
。

優
級
～
九
級 

石
川　

子
澄　

選
評　

○
秀
美
氏　

ゆ
っ
た
り
運
筆
。
穏
や
か
な
作
で
す
。

○
三
男
氏　

字
座
良
い
。
運
筆
に
迷
い
無
く
、
調
和
の
と
れ
た
全

体
感
が
窺
え
ま
す
。

○
永
人
氏　

穏
や
か
な
動
き
の
中
に
爽
や
か
さ
が
加
わ
り
、
明
る

く
仕
上
が
り
ま
し
た
。

○
光
世
氏　

悠
々
と
自
然
体
。
気
脈
一
貫
し
て
い
ま
す
。

○
史
子
氏　

穏
健
な
運
筆
。
明
る
い
作
で
す
。

○
栞
那
氏　

切
れ
味
良
い
線
。
ス
カ
ッ
と
引
き
締
ま
っ
て
い
ま
す
。

○
眞
理
子
氏　

運
腕
大
き
く
力
強
い
送
筆
。
伸
び
や
か
で
す
。

○
由
美
子
氏　

真
剣
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
筆
の
回
転
が
加
わ
る
と

更
に
佳
で
す
。
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首　

位　

評

 

か　

な　

科

教
範
～
秀
位 

日
賀
野　

琢　

選
評　

○
天
綏
氏　

線
質
に
は
書
人
の
気
持
ち
が
表
出
さ
れ
る
も
の
だ 

が
、
今
作
、
実
に
清
ら
か
で
美
し
い
。
魅
力
的
な

逸
品
。

○
夢
和
氏　

や
や
側
筆
気
味
の
筆
遣
い
が
特
徴
的
。
淡
い
墨
色
も

功
を
奏
し
て
い
る
。

○
満
紀
氏　

冒
頭
が
や
や
甘
め
だ
が
、
二
行
目
の
流
れ
と
線
質
が

引
き
締
ま
っ
て
良
い
。
落
款
は
や
や
左
に
離
す
と

余
白
締
ま
る
。

○
千
春
氏　

実
に
シ
ャ
ー
プ
で
綺
麗
な
線
質
。
潤
渇
の
妙
あ
り
、

紙
面
が
明
る
く
光
る
。

逸
位
～
九
位 

平
井　

子
晴　

選
評　

○
俊
子
氏　

高
雅
で
気
品
溢
れ
る
臨
書
で
す
。

○
キ
ヨ
氏　

丁
寧
に
潤
滑
ま
で
も
よ
い
形
臨
を
さ
れ
て
最
後
ま

で
流
麗
で
す
。

○
彩
華
氏　

な
め
ら
か
で
忠
実
。
真
摯
な
形
臨
に
手
慣
れ
た
自
信

が
伺
え
ま
す
。
落
款
は
少
し
大
き
い
で
し
ょ
う
か
。

○
琇
香
氏　

少
し
小
ぶ
り
な
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
転
折
と
連
綿

に
注
意
し
生
彩
が
あ
り
ま
す
。

〇
得
代
氏　

一
行
目
下
方
が
右
寄
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
よ
く
観

察
し
て
美
し
い
形
臨
で
す
。
落
款
共
に
左
右
の
空

き
も
調
和
さ
せ
味
わ
い
深
い
作
品
で
す
。

〇
春
枝
氏　

墨
は
薄
い
が
流
れ
は
魅
力
溢
れ
て
い
る
。「
介
」
の

入
筆
に
注
意
す
れ
ば
最
高
で
す
。

〇
節
子
氏　

紙
面
に
対
す
る
表
現
力
、
挑
戦
、
安
定
感
が
あ
り
、

高
い
力
量
で
す
。
押
印
欲
し
い
。

〇
眞
知
子
氏　

リ
ズ
ミ
カ
ル
で
下
へ
流
れ
る
鮮
や
か
な
作
品
。
二

行
目
「
し
」
だ
け
少
し
中
心
に
来
た
部
分
が
惜
し

い
で
す
。
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半
紙
臨
書
研
究
科　

 

髙
橋
香
代
子　

選
評　　

○
篤
子
氏　

扁
平
な
文
字
、
ゆ
っ
た
り
と
穏
や
か
な
右
払
い
や
点

画
。
と
て
も
注
意
深
く
観
察
さ
れ
た
好
臨
で
す
。

○
裕
子
氏　

潤
筆
で
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
し
、
素
朴
さ
も
あ
る
。
原

帖
を
良
く
理
解
し
て
い
る
臨
。

○
幸
江
氏　

無
理
な
く
自
然
な
運
筆
で
特
徴
を
表
現
し
た
臨
。

○
幸
子
氏　

転
折
を
柔
ら
か
く
結
構
さ
せ
た
伸
び
や
か
な
臨
書

で
す
。

○
晃
雲
氏　

ス
ッ
キ
リ
纏
め
た
美
し
い
臨
。
転
折
部
分
に
丸
み
が

欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

 

細　

字　

科　

 

櫻
井　

素
玄　

選
評　

○
和
子
氏　

基
本
点
画
が
し
っ
か
り
と
運
筆
さ
れ
て
い
る
見
事

な
臨
書
作
。

○
楓
香
氏　

筆
使
い
文
字
の
組
み
立
て
を
良
く
観
察
さ
れ
た
臨

書
作
。

○
幸
江
氏　

文
字
間
の
余
白
の
明
る
い
臨
書
作
。

○
輝
代
氏　

一
画
一
画
の
細
か
い
筆
使
い
ま
で
研
究
さ
れ
た
臨

書
作
。

○
晃
雲
氏　

原
帖
を
良
く
観
察
さ
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
運
筆
さ
れ

た
臨
書
作
。

 

硬　

筆　

科 

吉
田　

長
子　

選
評　

 

○
裕
里
氏　

字
形
も
良
く
大
き
く
表
現
さ
れ
、
リ
ズ
ム
感
も
す
ば

ら
し
い
。

○
好
子
氏　

手
本
に
忠
実
に
書
か
れ
、
心
が
な
ご
む
。
線
質
も
す

ば
ら
し
い
。
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条
幅
部
課
題
科
（
一
部
龍
） 

郷
間　

大
悠　

選
評　

○
智
和
氏　

氣
脈
の
貫
通
を
考
え
一
気
に
書
か
れ
た
快
作
。「
倦
、

枝
、
影
、
摩
、
弧
」
の
と
こ
ろ
で
た
っ
ぷ
り
と
墨

を
下
ろ
し
作
品
の
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

○
深
雪
氏　

単
体
で
、
筆
圧
を
十
分
に
か
け
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

墨
量
の
潤
渇
と
文
字
大
小
の
変
化
で
効
果
を
上
げ

て
い
る
。

 

条
幅
部
課
題
科
（
一
部
虎
） 

吉
田　

竹
渓　

選
評　

○
雅
子
氏　

字
粒
の
大
小
・
肥
痩
も
自
然
で
、
筆
技
豊
か
な
中
に

落
ち
着
い
た
風
格
を
感
じ
た
。

○
竹
香
氏　

用
筆
に
安
定
感
あ
り
。
墨
色
の
変
化
や
運
筆
の
遅
速

な
ど
、
更
な
る
筆
線
の
多
様
性
を
期
待
。
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条
幅
部
課
題
科
（
二
部
地
） 

吉
田　

長
子　

選
評　

○
久
良
氏　

筆
力
十
分
伸
び
や
か
な
運
筆
で
明
る
く
ま
と
め
安

定
し
た
作
。

 

条
幅
部
自
由
科
（
龍
） 

鈴
木　

源
泉　

選
評　

○
泰
子
氏　

終
始
一
貫
引
き
締
ま
っ
た
書
線
で
あ
る
。
三
行
目
の

終
結
部
分
に
墨
量
で
強
調
さ
れ
印
象
深
い
。

○
香
月
氏　

文
字
の
大
小
を
調
和
し
つ
、
強
調
部
分
セ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
柔
ら
か
な
書
線
で
明
快
作
。

 

条
幅
部
自
由
科
（
雪
） 

松
島　

美
舟　

選
評　

○
信
游
氏　

余
白
を
大
き
く
生
か
し
、
飾
り
気
の
な
い
渇
筆
で

淡
々
と
纏
め
あ
げ
た
中
に
、
線
の
確
か
さ
が
光
っ

て
い
ま
す
。
落
款
の
入
れ
方
に
は
少
し
疑
問
が
残

り
ま
し
た
。
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○
深
幸
氏　

豊
か
な
書
線
で
氏
独
自
の
世
界
を
た
っ
ぷ
り
と
表

現
さ
れ
て
い
て
見
事
で
す
。
少
し
下
部
の
墨
量
が

気
に
な
り
ま
し
た
。

 

条
幅
部
自
由
科
（
月
） 

水
沼　

龍
峰　

選
評　

○
英
一
郎
氏　

繊
細
に
お
手
本
を
分
析
し
自
分
の
も
の
に
し
て

い
る
、
線
の
勢
い
、
流
れ
万
全
で
す
。

 

条
幅
部
自
由
科
（
花
） 

櫻
井　

素
玄　

選
評　

○
絹
子
氏　

自
然
な
筆
使
い
の
中
に
生
命
的
な
響
き
を
感
じ
さ

せ
る
作
。

 

条
幅
部
臨
書
研
究
科
（
龍
） 

大
輪　

無
涯　

選
評　

○
功
逸
氏　

切
れ
の
あ
る
細
線
が
輝
き
懐
も
広
く
的
確
な
臨
書
。
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条
幅
部
臨
書
研
究
科
（
虎
） 

神
長　

雪
華　

選
評　

○
篤
子
氏　

原
帖
を
忠
実
に
再
現
、
ス
ケ
ー
ル
も
大
き
く
模
範
的

な
作
。

○
信
游
氏　

何
と
い
っ
て
も
味
わ
い
の
あ
る
線
が
魅
力
的
。
表
現

の
壺
を
心
得
て
い
る
。

 

条
幅
部
臨
書
研
究
科
（
天
） 

石
川　

子
澄　

選
評　

○
裕
子
氏　

読
帖
力
有
り
。
忠
実
に
臨
書
す
る
姿
勢
が
表
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

 

条
幅
部
臨
書
研
究
科
（
地
） 

石
川　

子
澄　

選
評　

○
未
良
子
氏　

原
帖
に
迫
ろ
う
と
す
る
気
概
を
感
じ
る
力
強
い

臨
書
で
す
。
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早や24回目。

令和２年 162

24



龍
門
　
山
下
　
睦
未
（
教
範
）

　

こ
の
度
は
漢
字
創
作
研
究
科
特
選
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
れ
も
ご
推
挙
く
だ
さ
い
ま
し
た
赤
浬
豊
先
生
を
は
じ
め
本
部
の
先
生
方
、

ま
た
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
日
賀
野
琢
先
生
の
お
陰
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
金
文
を
素
材
に
立
体
感
の
あ
る
作
品
に
仕
上
げ
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

こ
の
賞
を
励
み
に
よ
り
一
層
、
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
鞭
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑧
寺
務
職
員　

⑨
三
十
一
歳

雨
情
　
小
野
　
悦
子
（
教
範
）

　

こ
の
度
は
、
か
な
創
作
科
特
選
を
頂
き
ま
し
て
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
ぬ
受
賞
に
大
変
嬉
し
く
、
ま
た
大
変
驚
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
日
頃

よ
り
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
吉
田
竹
溪
先
生
・
長
子
先
生
の
お
陰
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

毎
月
締
切
り
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
欠
書
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
と
心
掛
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し
で
も
味
わ
い
の
あ
る
、
か
な
の
美
し
さ
、
品
の
あ
る

書
を
め
ざ
し
て
、
亀
の
歩
み
の
ご
と
く
コ
ツ
コ
ツ
と
精
進
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
昭
和
六
十
二
年
の
こ
ろ　

④
欠
書
な
し　

⑥
書
譜
・
関
戸
本
古
今
集　

⑦
臨
書
を
学
び
沢
山
の
引
き
出
し
を
持
つ　

⑧
教
諭　

⑨
七
十
三
歳

悠
豊
　
鈴
木
　
恵
子
（
師
範
）

　

楷
書
科
特
選
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
御
推
挙
下
さ
い
ま
し

た
本
部
の
諸
先
生
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
赤
澤
豊
先
生
の
悠
豊
教
室
に
通
い

二
十
年
、
多
く
の
先
輩
た
ち
と
の
出
会
い
、
そ
の
人
達
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を

い
た
だ
き
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
長
い
年
月
、
い
つ
も
熱
心
に
指
導
し

て
下
さ
る
赤
澤
豊
先
生
に
畏
敬
の
念
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
先
生
の

指
導
の
も
と
、
書
友
の
皆
様
と
楽
し
く
続
け
て
い
け
た
ら
幸
福
と
感
じ
ま
す
。

①
平
成
二
年　

②
数
回　

③
数
回　

⑥
龍
門
造
像
記

鹿
緑
　
矢
野
　
和
子
（
七
段
）

　

こ
の
度
は
、
楷
書
科
特
選
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
は
、

毎
月
の
お
手
本
臥
龍
の
中
の
楷
書
、行
書
、草
書
だ
け
を
書
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

時
間
あ
れ
ば
仮
名
も
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
書
け
な
く

て
‼ 

こ
れ
か
ら
は
こ
の
賞
を
は
げ
み
と
し
て
ま
す
ま
す
努
力
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
十
五
年
十
二
月　

②
八
～
九
回　

③
二
回　

④
欠
書
な
し　

⑤
七
段　

⑧
主
婦　

⑨
八
十
四
歳

西
方
　
三
品
璃
々
亜
（
初
段
）

　

こ
の
度
は
、
行
書
科
特
選
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
教
室
で
ご
指
導
頂
い
て
い
る
、
荒
木
・
中
村
先
生
方
に
も
感
謝
の
気

持
ち
で
一
杯
で
す
。

　

小
学
五
年
生
の
頃
か
ら
始
め
、
高
校
生
と
な
っ
た
現
在
も
続
け
て
い
る
書
道
は
、
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ア
ン
ケ
ー
ト

①
入
会
年
月 

②
首
位
賞
の
回
数 

③
特
選
の

回
数(

科
目) 

④
無
休
出
書
の
年
月

⑤
一
番
長
か
っ
た
段
級 

⑥
好
き
な
法
帖
名

⑦
下
級
者
へ
の
助
言 

⑧
職
業 

⑨
年
齢



私
に
と
っ
て
心
が
安
ら
ぐ
大
切
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
う
よ
う
に
書
け
ず

悩
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
回
の
特
選
を
頂
き
改
め
て
続
け
て
き
て
良
か
っ

た
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
自
ら
書
を
学
び
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
平
成
二
十
四
年
八
月
学
生
部
入
会　

平
成
二
十
九
年
四
月
一
般
部
入
会　

②
三
回　

③
初
め
て　

④
な
し　

⑤
優
級
①
十
一
ヶ
月　

⑥
九
成
宮
禮
泉
銘

⑦
精
神
一
到　

⑧
学
生　

⑩
十
八
歳

潮
　
　
井
村
美
枝
子
（
準
師
範
）

　

こ
の
度
は
草
書
科
特
選
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
推
挙
下
さ

い
ま
し
た
本
部
の
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
偏
に
日
頃
熱

心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
砂
山
公
子
先
生
の
お
か
げ
と
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指

導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
八
年
四
月
八
級　

②
三
回　

③
二
回　

④
無　

⑤
準
師
範　

六
年　

⑥
孫
過
庭　

書
譜　

⑦
書
を
楽
し
ん
で
継
続
す
る
こ
と　

⑧
会
社
員　

⑨
六
十
八
歳

平
石
　
郷
間
　
初
枝
（
七
段
）

　

こ
の
度
は
、
草
書
科
特
選
を
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
が
け
な
い
知
ら
せ
に
、
大
変
驚
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
推
挙
下
さ
い
ま
し
た
本
部
の
諸
先
生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
郷
間
大
悠
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
を
励
み
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
指

導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
三
十
一
年
一
月　

②　

数
回　

③
初
め
て　

④
欠
書
な
し　

⑧
主
婦

鶴
峰
　
小
野
　
　
章
（
特
位
）

　

こ
の
度
は
、
か
な
科
特
選
を
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
朗
報
に
驚
き
、
嬉
し
さ
一
杯
で
す
。
ご
推
挙
下
さ
い
ま
し
た
先

生
方
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
日
頃
か
ら
熱
心
に
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま
す
水
沼
龍
峰
先

生
の
お
陰
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
な
お
一
層
精
進
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導

の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
平
成
三
十
年
十
月　

②
三
回　

③
初
め
て　

④
欠
書
な
し　

⑦
継
続
は
力
な
り

⑧
無
職　

⑨
七
十
八
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
― 

十
二
月
号
特
選
掲
載
の
も
の 

―
―
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こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日
頃
よ

り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
赤
澤
寧
生
先
生
と
会
長
を

は
じ
め
本
部
の
諸
先
生
方
、
朴
豊
会
の
皆
様
の
お
陰
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
を
一
つ
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
創
作
力
に
も
力
を
入
れ
楽
し

く
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
六
年
頃　

②
数
回　

③
三
回　

④
師
範
三
年
、
特
師
範
二
年　

⑤
四
段　

⑥
色
々
な
作
品
を
見
る
事
。
楽
し
む
事　

⑧
会
社
員

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
有

難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

日
賀
野
会
長
か
ら
の
お
電
話
を
頂
い
た
時
は
、
予

想
も
し
な
か
っ
た
朗
報
に
び
っ
く
り
し
ま
し
て
、
喜
び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

　

日
賀
野
会
長
を
は
じ
め
、
本
部
の
諸
先
生
方
に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

以
前
か
ら
念
願
だ
っ
た
教
範
位
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
熱

心
に
ご
指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
郷
間
大
悠
先
生
に
対
し
深
く
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
教
範
の
名
に
恥
じ
ぬ
よ
う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
三
年
一
月　

②
七
回　

③
三
回　

④
準
師
範
一
年
半
、
師
範
六
カ
月

　

⑤
五
段　

⑥
日
々
努
力　

⑦
古
典
臨
書

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
、
先
師
猪
又
達
生
先
生
、
そ
し
て
、

現
在
の
師
で
あ
る
猪
又
宏
孟
先
生
の
お
陰
で
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、宮
書
の
諸
先
輩
、
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ア
ン
ケ
ー
ト

①
入
会
年
月　

②
首
位
賞
の
回
数

③
特
選
の
回
数(

科
目) 

④
特
師
・
師

範
・
準
師
在
籍
年
数　

⑤
一
番
長
か
っ
た

段
級　

⑥
下
位
者
へ
の
助
言　

⑦
抱
負　

⑧
職
業
、
年
齢

令
和
元
年
　
秋
　
期

教
範 (

同
人
理
事) 

推
薦

生
　
　
豊
田
　
有
沙
（
教
範
）　

平
石
　
塚
原
　
光
江
（
教
範
）　

宮
書
　
佐
竹
　
浩
俊
（
教
範
）　



書
友
の
皆
様
の
輪
の
中
に
加
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
飽
き
っ
ぽ
く
、
無
器
用

な
私
が
、
こ
こ
ま
で
続
け
ら
れ
た
こ
と
と
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

　

昔
、遥
か
に
見
上
げ
た
教
範
位
で
す
。
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。
が
し
か
し
、「
あ

あ
、
そ
う
か
。」
と
い
う
心
境
で
も
あ
り
ま
す
。
一
歩
々
々
の
連
続
が
、
さ
ら
に
続

き
ま
す
。
今
後
と
も
、
本
部
の
先
生
方
、
猪
又
宏
孟
先
生
、
諸
先
輩
の
方
々
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
昭
和
五
十
九
年
十
月　

②
三
回　

③
な
し　

④
師
範
二
十
五
年
・
準
師
範
一
年

半　

⑤
師
範　

⑥
か
ら
だ
に
気
を
つ
け
て
継
続　

⑦
古
典
の
勉
強　

⑧
寺
院
住
職

五
十
九
歳

　

こ
の
度
は
漢
字
部
教
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
琢
先
生
、
会
長
先
生
か
ら

の
お
電
話
、
祝
電
、
そ
し
て
封
書
と
、
届
く
ご
と
に

合
格
で
き
た
こ
と
の
実
感
が
少
し
ず
つ
湧
い
て
き
ま
し
た
。
日
頃
、
優
し
く
ご
指

導
下
さ
い
ま
す
猪
又
宏
孟
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
審
査
に

あ
た
ら
れ
た
本
部
の
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
憧
れ
の
先
輩
方
と
同

じ
教
範
と
い
う
位
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
先

輩
方
を
追
い
か
け
、
今
ま
で
以
上
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共

ご
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
一
年
八
月
学
生
部
よ
り
九
級
編
入　

②
十
数
回　

③
な
し　

④
師
範
七
ヶ
月
・
準
師
範
一
年　

⑤
特
師
範
五
年　

⑦
中
央
展
へ
の
出
品　

⑧
ネ
イ
リ
ス
ト
・
二
十
三
歳　

こ
の
度
は
、
伝
統
あ
る
臥
龍
会
か
な
部
教
範
位
に

ご
推
挙
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
会
長
先
生
を
は
じ
め
本
部
諸
先
生
、

神
長
・
松
島
・
竹
澤
先
生
に
は
御
懇
切
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
心
か
ら
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

数
年
前
、
余
暇
活
動
の
一
つ
に
「
大
人
の
休
日
倶
楽
部
」
の
か
な
講
座
に
参
加

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
緒
に
な
っ
た
方
か
ら
刺
激
を
受
け
、
会
の
創
作
研
究
科
に

休
ま
ず
出
書
す
る
よ
う
つ
と
め
て
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
思
う
よ
う
な
作
品
が

書
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
を
契
機
に
尚
一
層
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
共
ご
指
導
を

賜
わ
り
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

②
数
回　

④
準
師
範
八
年
位
、
師
範
二
年
半　

⑤
準
師
範　

⑥
継
続
、
他
の
書
会
等
の
作
品
展
見
学　

⑦
創
作
や
古
筆
の
勉
強
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宮
書
　
鈴
木
　
　
萌
（
教
範
）　

書
友
　
長
谷
川
東
風
（
教
範
）　



　

こ
の
度
は
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

祝
電
を
頂
い
た
時
に
は
、

師
範
の
時
と
は
違
い
、
心
底
安
堵
す
る
と
と
も
に
、
嬉

し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
厳
し
く
も

細
部
に
わ
た
り
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま
す
赤
澤
豊
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
本
部
諸
先
生
方
に
も
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
最
後
ま
で
自
分
の
波
に
乗
れ
ず
、
大
変
苦
労
し
ま
し
た
が
、
無
事
合
格
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
赤
澤
豊
先
生
な
ら
び
に
本
部
諸
先
生
方
の
ご

指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
七
年
六
月　

③
二
回　

④
師
範
半
年
、
準
師
範
半
年　

⑤
師
範　

⑦
新
し
い
分
野
に
挑
戦
、
古
典
の
臨
書

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
に
は
、
ま
だ
難
し
い
か
な
と
不
安

に
思
い
な
が
ら
、
勇
気
を
出
し
て
挑
戦
し
た
だ
け
に
、

本
部
か
ら
の
合
格
の
速
報
が
届
い
た
時
は
、
喜
び
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
赤
澤
豊
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
感
激
を
忘

れ
ず
に
、
あ
せ
ら
ず
少
し
ず
つ
進
め
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
二
十
年　

②
数
回　

③
二
回　

④
師
範
六
ヶ
月　

⑤
七
段　

⑥
継
続　

⑦
臨
書
と
創
作
の
勉
強　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
熱
心
に
ご
指
導

頂
い
て
い
る
赤
澤
寧
生
先
生
と
本
部
の
諸
先
生
方
、
そ

し
て
書
友
の
皆
様
の
温
か
い
励
ま
し
の
お
陰
と
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

苦
労
し
て
仕
上
げ
た
作
品
で
も
、
自
分
の
未
熟
さ
に
溜
息
が
出
る
日
々
で
す
が
、

楽
し
む
こ
と
を
忘
れ
ず
に
学
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
平
成
十
九
年
二
月　

②
十
数
回　

③
二
回　

④
師
範
二
年　

⑤
弐
段　

⑥
継
続
す

る
こ
と　

⑦
創
作
課
題　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
合
格
の
速
報
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

直
ぐ
支
部
の
古
関
凌
繁
先
生
に
ご
連
絡
致
し
ま
し

た
。
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。
自
分
も
昨
年
の
リ
ベ

ン
ジ
で
し
た
の
で
胸
に
熱
い
も
の
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た

　

古
関
凌
繁
先
生
の
厳
し
く
、
熱
心
な
御
指
導
の
賜
と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

支
部
、
書
友
の
皆
様
の
お
か
げ
さ
ま
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
創
作
に
力
を

入
れ
て
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
御
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

①
昭
和
五
十
九
年
十
二
月　

②
数
回　

③
な
し　

④
準
師
範
七
年　

⑤
師
範　

⑦
創
作　

⑧
六
十
八
歳

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
特
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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①
入
会
の
年
月 

②
首
位
賞
の
回
数 

③
特
選

の
回
数 

④
準
師
範
在
籍
年
数 

⑤
一
番
長

か
っ
た
段
級 

⑥
下
級
者
へ
の
助
言 

⑦
こ
れ

か
ら
の
抱
負(

具
体
例
…
無
休
出
書
を
続
け

る
、
中
央
展
へ
の
出
品
等
）
⑧
職
業
、
年
齢

特
師
範
の
感
想

楽
豊
　
小
巻
　
丁
敬
（
特
師
範
）　

労
遊
　
伊
沢
　
祥
子
（
特
師
範
）　

雅
　
　
伊
澤
　
玲
子
（
特
師
範
）　

生
　
　
浅
野
　
優
子
（
特
師
範
）　

王
心
　
大
関
　
桃
貴
（
特
師
範
）　



こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
野
沢
安
喜
子
先
生
、
ま
た
本
部
の
諸
先
生
の
お
陰
と

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
古
典
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
作
品
に
目

を
向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
書
体
に
触
れ
、
そ
の
良
さ
を
吸

収
す
べ
く
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
六
年
十
二
月　

③
二
回　

④
準
師
範
一
年　

⑤
準
師
範　

⑥
で
き
る
だ

け
多
く
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と　

⑦
無
休
出
書
を
続
け
る　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
か
な
部
特
師
範
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
常
に
熱
心

に
き
め
細
か
な
ご
指
導
下
さ
る
吉
田
竹
溪
先
生
の
お
陰

と
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
は
臨
書
も
で
す
が
、
創
作
の
難
し
さ
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。
更
な
る
上
達
を

目
指
し
て
今
後
と
も
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
吉
田
先
生
を

は
じ
め
諸
先
生
方
に
は
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
三
年
十
月　

②
九
回　

③
二
回　

④
準
師
範
一
年
五
ヶ
月
、
師
範
一
年

⑤
逸
位　

⑥
継
続
す
る
こ
と　

⑦
臨
書
と
創
作
の
継
続
、
見
る
目
を
養
う
こ
と　

⑧
主
婦　

五
十
四
歳

　

こ
の
度
は
、
か
な
特
師
範
の
報
を
頂
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
日
賀
野
琢
先
生
の
暖
か

い
ご
指
導
と
本
部
の
先
生
方
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

か
な
は
読
め
な
い
し
苦
手
と
思
っ
て
避
け
て
来
ま
し
た
が
、
年
齢
の
事
も
有
り
ま

だ
余
力
の
あ
る
う
ち
に
と
思
い
挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
上
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
平
成
六
年
頃　

②
数
回　

③
五
回　

④
六
ヵ
月　

⑤
特
位　

⑥
努
力
と
継
続　

⑦
古
典
の
臨
書
と
創
作
の
勉
強

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
祝
電
を
い
た
だ
い
た
際

は
、
驚
き
と
喜
び
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る

中
村
恵
美
子
先
生
を
は
じ
め
、
本
部
の
諸
先
生
方
の
お
陰
と
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
に
と
っ
て
書
と
は
、
生
涯
学
習
で
す
。
書
を
志
す
者
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
よ

り
多
く
の
古
典
に
触
れ
、
奥
深
さ
や
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
表
現
の
幅
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
終
わ
り
な
き
書
の
旅
を
楽
し
み
な
が
ら
、
よ
り
一
層
精

進
し
て
参
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
至
ら
な
い
点
も
多
々
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
今
後

と
も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
四
年
四
月　

②
二
回　

③
な
し　

④
準
師
範
六
ヶ
月　

⑤
一
級　

⑥
鑑

賞
の
能
力
を
養
う
こ
と　

⑦
古
典
の
臨
書
と
創
作
の
勉
強　

⑧
教
職
員　

二
十
三
歳

　

こ
の
度
は
漢
字
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
祝
電
を
頂
き
大
変
驚
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
偏
に
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
赤

澤
寧
生
先
生
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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①
入
会
の
年
月 

②
首
位
賞
の
回
数 

③
特
選

の
回
数 

④
準
師
範
在
籍
年
数 

⑤
一
番
長

か
っ
た
段
級 

⑥
下
級
者
へ
の
助
言 

⑦
こ
れ

か
ら
の
抱
負(

具
体
例
…
無
休
出
書
を
続
け

る
、
中
央
展
へ
の
出
品
等
）
⑧
職
業
、
年
齢

師

範

の

感

想

安
心
　
岩
上
　
千
美
（
特
師
範
）　

琉
　
　
山
口
　
美
圓
（
特
師
範
）　

西
方
　
城
田
　
聖
華
（
師
範
）　

生
　
　
須
藤
　
松
嶺
（
師
範
）　



こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
十
七
年
七
月　

②
四
十
六
回　

③
七
回　

④
準
師
範
三
年　

⑤
七
段
七
年　

⑥
努
力
と
継
続　

⑦
臨
書
と
創
作
の
勉
強　

⑧
主
婦

　

こ
の
度
は
、
権
威
と
実
績
あ
る
臥
龍
会
漢
字
師
範
に

ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

二
十
六
歳
で
の
石
川
善
克
先
生
と
の
出
会
い
は
、
筆

を
運
ぶ
際
に
無
意
識
に
お
腹
に
力
が
入
る
感
覚
に
な
る
北
魏
の
楷
書
と
の
出
会
い
で

も
あ
り
ま
し
た
。
先
生
の
ご
指
導
・
ご
助
言
の
も
と
、
習
い
始
め
て
か
ら
数
年
経
っ

た
頃
同
好
の
会
の
展
覧
会
へ
、
さ
ら
に
十
年
間
が
過
ぎ
た
頃
か
ら
四
十
五
歳
頃
ま
で
、

謙
慎
展
、
読
売
展
、
県
の
芸
術
祭
等
に
出
品
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
は
、

書
の
世
界
と
の
か
か
わ
り
方
を
知
ら
な
い
私
に
と
っ
て
、
身
に
余
る
、
貴
重
な
経
験

で
し
た
。
そ
の
後
、
曲
が
り
な
り
に
も
「
書
く
」
こ
と
を
日
々
の
楽
し
み
と
し
て
続

け
て
来
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
時
期
か
ら
少
し
ず
つ
身
に
付
け
た
基
本
的
な
書
の
技
法

や
古
法
帖
か
ら
の
学
び
方
等
に
加
え
、
意
識
が
変
わ
り
書
の
奥
深
さ
を
味
わ
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
お
か
げ
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

①
平
成
二
十
七
年
七
級　

⑧
無
職　

六
十
四
歳

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る
水
沼
龍
峰
先
生

の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
鶴
峰
会
の
諸
先
輩
の
皆
様
に
も
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

更
に
上
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
龍
峰
先
生
は

じ
め
、
本
部
の
諸
先
生
方
、
今
後
共
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
二
十
四
年
十
二
月　

②
三
十
数
回　

③
二
回　

④
準
師
範
六
ヶ
月　

⑤
六
段

⑥
無
休
出
書　

⑦
創
作
課
題
へ
の
挑
戦　

⑧
無
職　

七
十
二
歳

　

こ
の
度
は
、
漢
字
部
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
本
部
の
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
作
品
提
出
し
て
間
も
な
く
人
生
初
め
て
の
祝
電
を

頂
き
驚
き
と
共
に
大
変
感
激
致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
温
か
く
細
か
く
御
指
導
下
さ
る
小
林
香
風
先
生
の
お
陰
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
一
層
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
平
成
十
六
年
四
月　

④
準
師
範
八
年　

⑥
継
続
す
る
こ
と　

⑦
条
幅
臨
書
を
書
く

⑧
自
営
六
十
歳

　

こ
の
度
は
、
か
な
師
範
に
ご
推
挙
頂
き
ま
し
て
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
日
頃
か
ら
ご
指

導
下
さ
る
日
賀
野
琢
先
生
の
お
陰
と
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

か
な
が
書
け
た
ら
と
い
う
思
い
が
ず
っ
と
心
の
底
に
あ
り
、
こ
う
し
て
師
範
試

験
に
挑
戦
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
事
、
幸
せ
に
感
じ
ま
す
。
書
友
の
皆
様
に
も
励

ま
さ
れ
と
て
も
心
強
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
牛
歩
の
如
く
歩
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指
導
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

①
四
十
年
位　

④
準
師
範
六
ヵ
月　

⑤
秀
位　

⑥
継
続　

⑦
古
典
の
臨
書
・
中
央

展
へ
の
出
書　

⑧
書
塾
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栃
木
　
根
本
　
融
沙
（
師
範
）　

鶴
峰
　
和
田
　
　
浩
（
師
範
）　

澄
心
　
松
島
　
絹
子
（
師
範
）　

琉
　
　
川
﨑
　
美
津
（
師
範
）　
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小中学生
今月の最優秀作品

優
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
線
で
と
て
も
伸
び
や
か
に
書
け
て
い
ま
す
。
（
松
島
美
舟
評
）

私
立
品
川
女
子
学
院
中
学
校
三
年　

岡お
か

田だ　

咲さ

来き

さ
ん　

●よろこびのひとこと
　自分が最優秀賞をとったと母から連絡をもらった時はすごくびっくり
しました。え？？と思って二度読み返した程です。私は書道が大好きな
ので、これからもっともっと上達していきたいです。

●指導…小熊武子先生のひとこと
　〝好きこそものの上手なれ″ まさに現実となった咲来さん、受賞おめ
でとう。少々遠のいていた筆に思いを込めて精進していってください。



青
龍　

中
二　

鈴
木　

咲
那
さ
ん　

重
量
感
の
あ
る
タ
ッ
チ
で
均
斉
の
と
れ
た
堂
々
と
し
た

作
品
で
す
。

琴　

小
五　

若
林　

美
里
さ
ん　

て
い
ね
い
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
け
て
い
ま
す
。
基
本
が

出
来
て
い
ま
す
。

琴　

中
二　

坂
入　

乙
愛
さ
ん　

筆
良
く
立
ち
、
明
る
く
の
び
や
か
、
字
形
も
見
事
に
整
っ

て
い
ま
す
。

宮
書　

小
六　

金
田　

淳
史
さ
ん　

ス
ッ
キ
リ
し
た
冴
え
わ
た
る
作
品
。
頭
も
明
快
で
ず
ば

り
予
想
的
中
！

平
石　

中
三　

浅
野　

恋
那
さ
ん　

線
が
生
き
生
き
し
、
落
ち
着
き
の
あ
る
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
作
品
で
す
。

千
花　

小
六　

伊
藤
万
葉
さ
ん　

起
筆
か
ら
終
筆
ま
で
見
事
な
集
中
力
で
気
持
ち
が
行
き

届
い
て
い
ま
す
。

模範級優秀作品
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桜  

小
四  

二
級　

圓
東  

多
恵
さ
ん

引
き
し
ま
っ
た
線
で
、
転
折
も
し
っ
か
り
書

け
て
お
り
ス
ッ
キ
リ
と
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

書
道
を
通
し
て
自
分
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
毎
週
頑
張
っ
て
い
ま

す
ね
。
（
箕
輪
紀
寶
） 琴  

小
一  

四
級  

小
野
寺  

葵
さ
ん

    

　

大
き
く
の
び
の
び
と
書
け
て
い
ま
す
。

い
つ
も
愛
く
る
し
い
笑
顔
の
葵
君
。
礼
儀
正
し
く
、
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
上
達
が
楽
し
み
で
す
！
（
柏
﨑
麗
泉
）

若
木　

小
五  

初
段　

野
田
仁
太
朗
さ
ん

字
形
が
整
い
、
筆
力
も
あ
り
立
派
な
作
品

で
す
。　

努
力
家
の
仁
太
朗
君
、
特
選
お
め
で
と
う
!!
こ
れ
か
ら
も
そ
の
調
子

で
頑
張
れ
。
（
松
島
浩
泉
）

 

温
書　

小
二  

六
級　

菅
谷　

明
花
さ
ん

お
だ
や
か
に
か
け
ま
し
た
。

特
選
は
す
ご
い
事
で
す
よ
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
一
生
懸
命
書
い
た
結

果
で
す
。
ま
た
上
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。（
旭
谷
明
石
）

安
積　

小
六  

参
段　

黒
羽　

雄
太
さ
ん

い
か
に
も
少
年
ら
し
く
明
る
く
素
直
で
心

が
澄
み
き
っ
て
は
つ
ら
つ
し
た
快
作
。

　

一
度
教
え
た
ら
呑
込
み
が
早
く
、
常
に
向
上
心
と
素
直
さ
を
備
え

た
や
さ
し
い
子
。
（
本
田
研
心
）

千
山　

小
三  

初
段　

岩
上　

欄
真
さ
ん

す
ご
い
迫
力
。
字
形
良
く
生
き
生
き
書
け

ま
し
た
。

欄
真
、特
選
お
め
で
と
う
。い
つ
も
一
生
け
ん
命
書
い
て
る
の
に
、つ
い
怒
っ

て
し
ま
い
ご
め
ん
な
さ
い
。
だ
け
ど
頑
張
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
ね
。
こ
れ

か
ら
も
兄
（
晴
真
）
と
一
緒
に
続
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。（
岩
上
智
和
）

特　 選 （小中学生）
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優
秀
お
清
書
評

幼
・
小
一
年 

平
石　

彰
之　

評　

○
北
向
さ
ん　

す
な
お
な
せ
ん
で
じ
っ
く
り
書
け
て
い
ま
す
。

○
齋
藤
さ
ん　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
せ
ん
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
石
川
さ
ん　

す
み
た
っ
ぷ
り
と
つ
け
て
書
け
て
い
ま
す
。

○
目
崎
さ
ん　

ち
か
ら
づ
よ
い
せ
ん
で
か
け
て
い
ま
す
。

○
井
原
さ
ん　

な
ま
え
ま
で
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

小
二
年 

成
島　

北
水　

評　

○
保
坂
さ
ん　

力
強
い
線
で
か
い
て
ま
と
ま
り
が
良
い
。

○
川
上
さ
ん　

筆
、
大
き
く
う
ご
き
ス
ケ
ー
ル
大
。

○
入
江
さ
ん　

全
体
感
が
よ
い
で
す
。

○
宝
住
さ
ん　

お
ち
つ
い
た
作
に
な
り
ま
し
た
。

○
荒
井
さ
ん　

て
い
ね
い
に
か
け
ま
し
た
。

○
松
本
さ
ん　

ス
ピ
ー
ド
感
あ
り
良
い
で
す
。

○
三
上
さ
ん　

バ
ラ
ン
ス
良
く
書
け
ま
し
た
。

○
松
塚
さ
ん　

し
っ
か
り
か
け
ま
し
た
。

○
塚
原
さ
ん　

ゆ
っ
た
り
と
お
ち
つ
い
た
作
で
す
。

○
佐
久
間
さ
ん　

の
び
の
び
と
し
っ
か
り
か
け
て
い
ま
す
。

○
田
﨑
さ
ん　

ス
ッ
キ
リ
、
さ
わ
や
か
。

○
長
久
保
さ
ん　

て
い
ね
い
に
、
や
さ
し
く
か
け
て
い
ま
す
。

　
小
三
年 

石
川　

子
澄　

評　

○
佐
藤
さ
ん　

太
細
の
変
化
を
付
け
伸
び
や
か
に
書
け
ま
し
た
。

○
浅
野
さ
ん　

一
画
一
画
気
合
十
分
で
す
。

○
岩
上
さ
ん　

本
文
名
前
共
に
、
力
い
っ
ぱ
い
書
け
ま
し
た
。

○
長
尾
さ
ん　

墨
量
十
分
で
力
強
い
作
品
で
す
。

○
中
田
さ
ん　

始
筆
、
折
れ
が
素
晴
し
い
。
こ
の
調
子
で
す
。

○
齋
藤
さ
ん　

真
剣
に
書
い
て
い
る
様
子
が
伝
わ
る
良
い
作
品
で
す
。

○
牧
野
さ
ん　

落
ち
着
い
て
最
後
迄
書
き
通
し
て
、
ス
ゴ
イ
で
す
。
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○
福
田
さ
ん　

紙
面
い
っ
ぱ
い
使
い
、名
前
ま
で
し
っ
か
り
書
け
ま
し
た
。

○
木
村
さ
ん　

実
に
伸
び
や
か
。
作
品
が
大
き
く
見
え
ま
す
。

四
級
～
九
級 

髙
橋
香
代
子　

評　

○
吉
川
さ
ん　

強
い
線
で
ど
う
ど
う
と
書
け
ま
し
た
。
名
前
も
元
気
よ
く

　
　
　
　
　
　

書
き
ま
し
ょ
う
。

○
塩
野
さ
ん　

筆
の
入
れ
方
、
ト
メ
、
ハ
ネ
が
し
っ
か
り
書
か
れ
た
明
る

　
　
　
　
　
　

い
作
。

○
髙
山
さ
ん　

す
な
お
な
線
で
と
て
も
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
瓦
井
さ
ん　

た
い
へ
ん
元
気
よ
く
書
け
ま
し
た
。

○
高
井
さ
ん　

筆
使
い
し
っ
か
り
し
た
線
で
の
び
の
び
書
け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

名
前
も
じ
ょ
う
ず
で
す
。

○
岩
田
さ
ん　

半
紙
い
っ
ぱ
い
元
気
は
つ
ら
つ
の
作
。

○
佐
藤
さ
ん　

本
文
も
名
前
も
大
き
く
、
と
て
も
て
い
ね
い
に
書
け
ま
し
た
。

小
四
年 

櫻
井　

素
玄　

評　

○
小
平
さ
ん　

力
強
い
線
で
堂
々
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
半
田
さ
ん　

緊
張
感
伝
わ
る
運
筆
で
書
け
て
い
ま
す
。

○
直
井
さ
ん　

の
び
や
か
な
線
で
ス
ッ
キ
リ
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
平
山
さ
ん　

素
直
な
字
で
好
感
の
あ
る
字
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
大
長
さ
ん　

深
み
の
あ
る
線
で
大
き
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
松
本
さ
ん　

安
定
し
た
運
筆
で
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
町
さ
ん　
　

生
き
生
き
と
し
た
線
で
明
る
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
尾
形
さ
ん　

深
み
の
あ
る
線
で
点
画
が
し
っ
か
り
と
書
け
て
い
ま
す
。

一
級
～
九
級 

柏
﨑　

麗
泉　

評　

○
髙
林
さ
ん　

躍
動
感
が
あ
り
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
堂
々
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
石
川
さ
ん　

太
い
線
で
大
き
な
構
え
で
安
定
感
抜
群
で
す
。

○
大
塚
さ
ん　

バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
が
上
手
で
す
。「
石
」が
す
ば
ら
し
い
。

○
奥
山
さ
ん　

画
数
が
多
い
「
飛
」
を
こ
ん
な
に
立
派
に
書
け
る
と
は
、

　
　
　
　
　
　

高
度
な
技
術
の
持
ち
主
で
す
。

○
植
田
さ
ん　

丁
寧
に
書
け
て
お
り
、
名
前
も
細
部
に
ま
で
注
意
を
払
っ

　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

○
塩
沢
さ
ん　

一
画
一
画
強
く
し
っ
か
り
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
名
前
も

　
　
　
　
　
　

上
手
で
す
。

○
上
野
さ
ん　

大
き
く
伸
び
や
か
に
書
け
て
い
ま
す
。
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○
西
さ
ん　
　

線
に
勢
い
が
あ
り
、
字
形
も
整
っ
て
い
ま
す
。

○
小
林
さ
ん　

バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
紙
面
い
っ
ぱ
い
に
明
る
く
ま
と
め
ま

し
た
。

○
鈴
木
さ
ん　

形
が
整
い
特
に
「
飛｣

は
背
筋
が
伸
び
た
美
し
い
字
形
で
す
。

○
高
橋
さ
ん　

入
会
し
た
ば
か
り
と
思
い
ま
す
が
、
ト
メ
、
ハ
ラ
イ
き
ち

　
　
　
　
　
　

ん
と
で
き
て
い
ま
す
。

小
五
年 

平
井　

子
晴　

評　

○
大
関
さ
ん　

一
点
一
画
力
強
く
勢
い
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

○
小
林
さ
ん　

と
め
、
ハ
ネ
が
し
っ
か
り
書
け
て
堂
々
と
し
て
い
ま
す
。

○
松
本
さ
ん　

き
れ
い
な
線
で
と
て
も
て
い
ね
い
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
角
海
さ
ん　

筆
力
に
は
ど
き
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
て
も
健
康
的

に
ま
と
ま
っ
た
作
品
で
す
。

○
柴
田(

萌)

さ
ん　

元
気
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
い
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム
が

　
　
　
　
　
　

あ
り
、
楽
し
ん
で
い
る
線
で
す
。

○
柴
田(

美)

さ
ん　

す
っ
き
り
し
て
い
て
見
事
に
「
名
」
と
「
街
」
を
ぶ

　
　
　
　
　
　

つ
け
ず
に
書
け
ま
し
た
。
大
き
く
も
ぶ
つ
か
ら
ず
に
書
け

　
　
　
　
　
　

た
と
こ
ろ
最
高
で
す
。

優
級
～
九
級 

吉
田　

長
子　

評　

○
野
澤
さ
ん　

力
強
い
運
筆
で
伸
び
伸
び
か
け
て
す
ば
ら
し
い
。

○
川
田
さ
ん　

素
直
な
線
で
字
形
も
上
手
で
す
。

○
菊
沢
さ
ん　

細
め
で
す
が
丁
寧
に
名
前
ま
で
上
手
に
書
け
て
い
ま
す
。

○
村
松
さ
ん　

半
紙
一
杯
に
元
気
よ
く
書
け
ま
し
た
。

○
黒
坂
さ
ん　

お
手
本
に
忠
実
に
書
こ
う
と
す
る
心
が
伝
わ
り
ま
し
た
。

○
永
野
さ
ん　

一
画
一
画
丁
寧
に
伸
び
伸
び
書
け
ま
し
た
。

○
岩
間
さ
ん　

丁
寧
に
書
け
て
い
て
落
ち
つ
き
の
あ
る
作
で
す
。

○
星
さ
ん　
　

本
文
名
前
ま
で
、
迫
力
十
分
す
ば
ら
し
い
。

○
川
島
さ
ん　

大
ら
か
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
け
ま
し
た
。

○
後
藤
さ
ん　

筆
使
い
丁
寧
で
本
文
名
前
共
に
明
る
く
書
け
ま
し
た
。

小
六
年　

 

吉
田　

竹
溪　

評　

○
格
和
さ
ん　

伸
び
や
か
で
勢
い
を
感
じ
さ
せ
る
迫
力
が
み
な
ぎ
る
感
動

　
　
　
　
　
　

作
。

○
渡
辺
さ
ん　

一
点
一
画
に
気
持
ち
を
込
め
て
、
温
か
み
と
味
わ
い
に
満

　
　
　
　
　
　

ち
た
秀
作
で
す
。

○
手
塚
さ
ん　

入
念
な
筆
使
い
で
派
手
さ
が
な
く
、
し
か
も
中
身
が
充
実

　
　
　
　
　
　

し
た
よ
い
作
品
で
す
。

○
鈴
木
さ
ん　

明
る
く
す
な
お
な
筆
使
い
で
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
上
達
ま
ち

　
　
　
　
　
　

が
い
な
し
。
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○
柿
沼
さ
ん　

心
を
込
め
て
習
字
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
が
見
え
る
よ
う

　
　
　
　
　
　

な
力
強
い
作
品
で
す
。

初
段
～
九
級 

 

神
長　

雪
華　

評　

○
小
黒
さ
ん　

伸
び
伸
び
と
書
い
て
い
て
、
文
字
が
生
き
生
き
と
し
て
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

○
松
本
さ
ん　

力
強
く
、
堂
々
と
書
い
て
い
ま
す
。

○
川
村
さ
ん　

太
く
強
い
線
で
豪
快
に
書
い
て
い
て
、
他
を
圧
倒
し
て
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

○
小
林
さ
ん　

起
筆
、
終
筆
し
っ
か
り
と
し
て
い
て
、
文
字
が
バ
ラ
ン
ス

　
　
　
　
　
　

も
よ
い
。

○
福
田
さ
ん　

切
れ
味
の
よ
い
線
で
、
き
び
き
び
と
書
け
て
い
ま
す
。

○
酒
巻
さ
ん　

落
ち
着
い
て
、
一
字
一
字
じ
っ
く
り
と
書
い
て
い
ま
す
。

○
大
森
さ
ん　

や
や
細
い
線
が
強
い
線
で
、
し
っ
か
り
と
書
い
て
い
ま
す
。

○
安
達
さ
ん　

筆
使
い
よ
く
、
キ
リ
ッ
と
し
た
線
で
、
形
も
し
っ
か
り
と

　
　
　
　
　
　

し
て
い
ま
す
。

○
武
田
さ
ん　

素
直
な
筆
遣
い
で
、
て
い
ね
い
に
書
い
て
い
ま
す
。
今
後

　
　
　
　
　
　

も
こ
の
調
子
で
。

中
学
部　

 

郷
間　

大
悠　

評　

○
田
中
さ
ん　

墨
量
充
分
に
し
て
、
爽
快
な
線
を
演
出
さ
れ
て
い
る
。
明

　
　
　
　
　
　

快
な
作
品
。

○
久
保
田
さ
ん　

歯
切
れ
が
い
い
筆
の
捌
き
見
事
。
全
体
バ
ラ
ン
ス
も
さ

　
　
　
　
　
　

す
が
で
す
。

○
望
月
さ
ん　

筆
の
打
ち
込
み
強
く
筆
圧
十
分
。
大
ら
か
な
表
現
で
よ
い
。

○
佐
々
木
さ
ん　

線
の
太
細
を
上
手
に
変
化
さ
せ
余
白
を
生
か
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

字
形
も
安
定
し
て
い
る
。

○
手
塚
さ
ん　

一
画
一
画
て
い
ね
い
な
筆
使
い
で
字
形
も
よ
く
整
っ
て
い

　
　
　
　
　
　

ま
す
。

○
大
塚
さ
ん　

懐
を
広
く
と
り
明
る
く
の
び
や
か
な
作
品
で
す
。

○
高
橋
さ
ん　

筆
使
い
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
良
く
す
ば
ら
し
い
。
名
前
も

　
　
　
　
　
　

丁
寧
で
す
。

弐
段
～
九
級 

松
島　

美
舟　

評　

○
河
合
さ
ん　

ス
カ
ッ
と
し
た
線
に
重
量
感
が
加
わ
り
、
堂
々
と
し
て
存

　
　
　
　
　
　

在
感
が
あ
り
ま
す
。

○
岡
田(

幸)

さ
ん　

じ
っ
く
り
と
し
た
運
筆
で
線
が
充
実
し
、
紙
面
が
落

　
　
　
　
　
　

ち
着
い
て
い
ま
す
。

○
三
村
さ
ん　

難
し
い
課
題
を
調
和
の
と
れ
た
字
配
り
で
見
事
に
ま
と
め

　
　
　
　
　
　

あ
げ
て
い
て
立
派
で
す
。

○
米
谷
さ
ん　

ス
ッ
キ
リ
と
し
た
書
線
で
、
明
る
く
さ
わ
や
か
に
ま
と
め

　
　
　
　
　
　

て
い
ま
す
。

○
桑
原
さ
ん　

起
筆
が
個
性
的
。
ど
っ
し
り
と
し
た
線
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
感

　
　
　
　
　
　

た
っ
ぷ
り
で
す
。

○
平
久
井
さ
ん　

用
筆
に
気
を
気
張
り
な
が
ら
最
後
ま
で
集
中
で
き
て
い

　
　
　
　
　
　

て
、
す
っ
き
り
仕
上
が
り
ま
し
た
。

○
鈴
木
さ
ん　

ま
さ
し
く
一
刀
両
断
、
切
れ
味
鋭
い
線
が
迫
っ
て
き
て
、

　
　
　
　
　
　

見
応
え
十
分
で
す
。
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硬　

筆　

科

幼
・
小
一
年
～
小
四
年 

水
沼　

龍
峰　

評　

○
荒
井
さ
ん　

大
き
く
力
づ
よ
く
か
け
ま
し
た
。

○
早
田
さ
ん　

の
び
や
か
に
、
し
っ
か
り
と
し
た
線
で
と
と
の
っ

て
い
ま
す
。

○
鈴
木
さ
ん　

一
字
一
字
ま
と
ま
り
よ
く
書
け
て
い
ま
す
。

○
中
村
さ
ん　

明
る
く
す
っ
き
り
と
し
た
線
で
よ
い
。

○
小
池
さ
ん　

て
い
ね
い
に
し
っ
か
り
と
書
け
ま
し
た
。

○
小
林
さ
ん　

お
お
ら
か
で
文
字
の
す
が
た
も
よ
く
と
と
の
っ

て
い
ま
す
。

小
五
年
～
中
学
部　

 

大
輪　

無
涯　

評　

○
髙
山
さ
ん　

文
字
の
姿
、
線
の
太
さ
抜
群
で
す
。

○
斉
藤
さ
ん　

明
る
く
、
大
き
く
の
び
の
び
し
て
い
ま
す
。

○
夏
見
さ
ん　

少
し
右
上
が
り
に
し
て
読
み
よ
い
字
で
す
。

○
佐
藤
さ
ん　

立
派
に
書
け
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
。

○
前
多
さ
ん　

文
字
の
姿
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
い
。

○
伊
藤
さ
ん　

強
く
押
さ
え
て
ガ
ッ
ツ
リ
と
し
た
字
で
す
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
三
龍
　
齋
藤
　
優
樹
（
七
級
）　

①
栃
木
県
宇
都
宮
市
立
西
小
学
校
一
年　

②
令
和
元

年
七
月　

③
九
級　

④
な
し　

⑤
な
し　

⑥
な
し　

⑦
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。　

⑧
た
の
し
い
き
も
ち　

⑨
日
賀
野
千
恵
子
先
生　

⑩
特
選
お
め
で
と
う
！
落

ち
着
い
て
じ
っ
く
り
と
書
け
る
よ
う
に
練
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
ね
。（
日
賀
野
）

　
宮
書
　
小
野
寺
心
絆
（
三
級
）　

①
宮
城
県
登
米
市
立
佐
沼
小
学
校
二
年　

②
平
成

三
十
年
七
月　

③
九
級　

④
二
回　

⑤
一
回
目　

⑥
あ
り
ま
せ
ん　

⑦
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。　

⑧
お
手
本
を
よ
く
み
て
か
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑨
猪
又
宏
孟
先
生　

⑩
心
絆
ち
ゃ
ん
特
選
お
め
で
と
う
。
！
ス
ゴ
イ
！
！
少
し
ず

つ
集
中
し
て
練
習
す
る
時
間
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
上
達
が
楽
し
み

で
す
。（
猪
又
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
都
　
　
鈴
木
　
仁
子
（
初
段
）　

①
栃
木
県
日
光
市
立
落
合
西
小
学
校
三
年　

②
平
成

二
十
九
年
四
月　

③
九
級　

④
数
回　

⑤
二
回
目　

⑥
数
回　

⑦
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。　

⑧
お
手

本
を
よ
く
見
て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。　

⑨
大
関
都
史

先
生　

⑩
仁
子
ち
ゃ
ん
二
回
目
の
特
選
お
め
で
と
う
。
と
っ
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
上
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。（
大
関
）

　
若
木
　
安
良
岡
心
晴
（
参
段
）　

①
栃
木
県
小
山
市
立
若
木
小
学
校
五
年　

②
平
成

二
十
八
年
九
月　

③
九
級　

④
九
回　

⑤
三
回
目

⑥
六
回　

⑦
弐
段
か
ら
参
段
へ
上
が
る
た
め
に
、
ず
っ

と
が
ん
ば
っ
て
き
た
の
で
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。　

⑧
一
枚
、
一
枚
を
大
切
に
し
て
、
前
に
書
い
た
作
品
よ
り
も
良
い
作
品
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
書
い
て
い
ま
す
。　

⑨
松
島
浩
泉
先
生　

⑩
心
晴
ち
ゃ

ん
、
特
選
お
め
で
と
う
。
熱
い
の
あ
る
せ
ん
を
目
標
に
、
日
々
練
習
を
重
ね
て
き

た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
調
子
で
頑
張
っ
て
‼
今
後
の
成
長
を
楽
し
み
に
い

て
い
ま
す
。（
松
島
）

　
光
　
　
格
和
　
黎
穂
（
四
段
）　

①
東
京
都
台
東
区
立
金
曽
木
小
学
校
六
年　

②
平
成

二
十
三
年
六
月　

③
九
級　

④
十
五
回　

⑤
初
め
て

⑥
な
し　

⑦
や
っ
と
特
選
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。　

⑧
教
え
て
も
ら
っ
た
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特
選
お
め
で
と
う

①
学
校
名
と
学
年　

②
入
会
し
た
年
月　

③
新
入
の
編
入
級　

④
首
位
賞
の
回
数　

⑤
特
選
の
回
数　

⑥
今
迄
に
何
回
出
品
を

休
み
ま
し
た
か　

⑦
特
選
の
知
ら
せ
を
う
け
た
と
き
の
気
持　

⑧
い
つ
も
作
品
を
作
る
と
き
は
ど
の
よ
う
な
気
持
で
書
き
ま
す
か

⑨
指
導
し
て
下
さ
る
先
生
の
名　

⑩
指
導
の
先
生
の
一
言

―
― 

十
二
月
号
特
選
掲
載
も
の 

―
―



こ
と
を
生
か
せ
る
よ
う
に
、
一
画
、
一
画
気
を
つ
け
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。

⑨
永
嶋
幸
子
先
生
、
髙
橋
綾
子
先
生　

⑩
何
事
に
も
努
力
を
す
る
黎
穂
さ
ん
、
特

選
お
め
で
と
う
。
時
々
失
敗
し
ち
ゃ
う
け
れ
ど
、
諦
め
ず
に
頑
張
っ
て
い
る
姿
、

素
敵
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
母
さ
ん
を
目
標
に
頑
張
っ
て
い
こ
う
ね
。（
永
嶋
）

　
青
龍
　
増
形
　
由
香
（
五
段
）　

①
栃
木
県
さ
く
ら
市
立
氏
家
中
学
校
二
年　

②
平
成

二
十
五
年
四
月　

③
九
級　

④
数
回　

⑤
三
回　

⑥
な
し　

⑦
と
て
も
驚
き
ま
し
た
が
、
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。　

⑧
先
生
の
お
手
本
と
同
じ
よ
う
に
書
い

て
い
ま
す
。　

⑨
平
石
彰
之
先
生　

⑩
由
香
ち
ゃ
ん
特
選
お
め
で
と
う
！
勉
強
と

一
緒
に
い
つ
も
頑
張
っ
て
ま
す
ね
。
最
近
は
筆
先
の
使
い
方
が
と
て
も
上
手
く
、

墨
絵
も
さ
ら
さ
ら
書
け
て
し
ま
う
の
で
、
と
て
も
感
心
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
期

待
し
て
い
ま
す
。（
平
石
）

段
級
証

　
　
　
　

目　
　
　

録

一
、
受
け
る
段
級

一
、
そ
の
級
に
な
っ
た
誌
上
発
表
の
年
月
号

一
、
学
年　

幼
・
小
・
中
学　

年
生

一
、
昇
級
試
験　

月
例
競
書

　
　
（
昇
候
補　
　

月
号
と　
　

月
号
）

一
、
氏　
　

名

申
請
者
名

支　
　

部

首
位
賞

　
　
　
　

目　
　
　

録

一
、
誌
上
発
表
の
年
月
号

一
、
学
年　

幼
・
小
・
中
学　

年
生

一
、
首
位
に
な
っ
た
段
級

一
、
氏　
　

名

　
　
　
　
　
　

年　
　

月　
　

日
申
込

　
　

申
請
者
名

　
　

支　
　

部

　★令和２年１月より、段級証・硬筆用箋・選定画仙紙（瑞雲）などの

　　価格が改定となります。ご理解ご了承お願いします。

　　なお、令和元年12月末日までは旧価格で承ります。
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小
学
六
年
模
範
級
は
中
学
部
五
段
に
編
入
と
な
り
ま
す
。

中
学
部
よ
り
一
般
へ
編
入
の
と
き
は
新
入
と
な
り
ま
す
。

会
員
の
方
で
、
各
種
展
覧
会
等
に
お
い
て
上
位
の
賞
を
受
賞
さ
れ
た
情
報

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
本
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。
内
容
を
検
討
の
上
、

誌
上
に
広
く
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
段
級
証
、
首
位
賞
は
下
記
の
目
録
を
添
え
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
料
金
等
に

　

つ
い
て
は
裏
表
紙
を
参
照
下
さ
い
。



令
和
元
年
　
秋
期

模
範
合
格
お
め
で
と
う　

栃木県・鹿沼北小六年 栃木県・宇都宮大学付属小五年 栃木県・古山小五年 栃木県・平石北小四年
大　貫　花　鈴 小　倉　奏　樂 若　林　美　里 青　木　真　優

 和賀幸恵先生 齋藤信代先生 柏﨑麗泉先生 郷間大悠先生

群馬県・荒牧小六年 栃木県・陽東小六年 茨城県・古河第七小六年 宮城県・登米小六年
捧　　　未　結 浅　野　真唯梨 井戸川　千　尋 金　田　淳　史

角田大壤先生 郷間大悠先生 兒島美智子先生 猪又澪舟先生

栃木県・細谷小六年 栃木県・桜小六年 栃木県・戸祭小六年 栃木県・雀宮南小六年 宮城県・米谷小六年
桜　井　智　広 齋　藤　歩　里 冨　岡　咲　希 平　山　心　咲 松　浦　美　桜

箕輪紀寶先生 日賀野千恵子先生 赤澤寧生先生・恒川典濤先生 吉田長子先生 猪又澪舟先生

栃木県・豊田中二年 栃木県・本郷中二年 栃木県・白沢小六年 埼玉県・北川辺西小六年 栃木県・落合西小六年
五十畑　　　光 坂　入　乙　愛 駒　田　桃　佳 夏　見　陽　菜 江　幡　愛　音

松島浩泉先生 柏﨑麗泉先生 加藤榮舟先生 高嶋祥泉先生 大関都史先生

栃木県・宇都宮短期大学付属中三年 栃木県・陽西中三年 栃木県・南河内中二年 栃木県・陽東中一年 栃木県・佐野南中三年
湯　澤　杏　夏 半　田　柚希乃 鈴　木　愛　佳 宮　﨑　礼　佳 大　関　香里奈

櫻井素玄先生 赤澤寧生先生・恒川典濤先生 川﨑美津子先生 郷間大悠先生 小林香風先生

栃木県・藤岡第一中三年 栃木県・三島中一年 栃木県・鹿沼東中三年 栃木県・落合中一年 宮城県・中田中三年
藤　巻　綺　那 折　井　夢　月 前　田　紗　希 柴　田　瑠　偉 熊　谷　凪　紗

小林香風先生 杉山京子先生 竹谷天穹先生 大関都史先生 猪又宏孟先生
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書
豊
　
高
野
　
朴
雲

矢
祭
　
深
谷
　
天
成

中
谷
　
瀬
谷
　
杉
峰

師
　
範

栃
木
　
濱
野
　
皓
水

宮
書
　
森
田
さ
と
み

宮
書
　
伊
藤
　
　
梢

悠
豊
　
秋
澤
　
祥
子

臥
　
龍
　
会

楷
　
書

龍
門
　
渡
邉
　
房
子

栃
木
　
五
十
嵐
幸
子

小
貝
　
永
嶋
　
希
江

賞

栃
木
　
藤
野
　
美
智

馬
頭
　
鈴
木
　
真
也

鶴
峰
　
田
丸
　
芳
子

宮
友
　
板
橋
　
千
恵

本
部
審
査
員

悠
豊
　
山
田
　
千
代

琉
　
　
阿
部
　
征
子

書
豊
　
三
條
　
心
堂

琴
　
　
中
島
　
千
春

竹
風
　
中
島
美
由
紀

鶴
峰
　
内
山
登
喜
子

烏
山
　
山
口
　
昌
子

小
貝
　
髙
木
　
公
江

「
博
覧
強
記
」

農
芸
　
柴
田
　
麻
友

北
華
　
村
田
　
二
峰

竹
風
　
五
十
嵐
天
類

鶴
峰
　
和
田
　
　
浩

那
北
　
大
金
加
津
代

羊
言
　
田
中
　
翔
汰

王
心
　
片
桐
　
清
香

澄
心
　
藤
沼
　
靖
治

日
賀
野
　
溥

審
査 

大
輪
　
無
涯

書
友
　
村
上
　
清
美

宮
書
　
佐
藤
　
友
美

雨
情
　
影
山
　
房
與

宮
書
　
及
川
登
志
郎

空
心
　
井
上
惠
美
子

温
書
　
見
立
屋
琇
香

宮
書
　
幸
野
　
徳
子

宮
書
　
守
屋
　
恵
子

教
　
範

高
芸
　
髙
根
澤
深
幸

明
豊
　
石
﨑
　
典
子

竹
風
　
枝
　
　
智
子

小
貝
　
石
川
　
智
子

那
北
　
奥
田
　
弥
生

鶴
峰
　
野
沢 

 

春
海

烏
山
　
黒
子
　
厚
子

日
里
　
風
間
　
香
泉

賞

竹
風
　
青
木
　
泰
子

高
芸
　
鈴
木
　
記
道

朴
　
　
小
瀧
　
光
聴

澄
心
　
葛
生
　
　
渉

虚
心
　
中
村
　
幸
子

宮
書
　
小
池
せ
い
子

宮
書
　
金
田
　
節
子

国
本
　
伊
藤
　
京
子

晴
　
　
塚
田
　
伸
子

宇
北
　
岩
﨑
　
北
苑

明
豊
　
岩
瀬
　
響
鼓

栃
木
　
黒
川
　
俊
子

宮
書
　
渡
邊
　
文
子

大
利
　
吉
羽
　
白
嶺

千
山
　
五
月
女
恵
子

河
歩
　
手
塚
　
桂
道

澄
心
　
小
暮
　
絵
梨

朴
　
　
和
賀
　
幸
恵

華
書
　
上
田
　
雅
道

宇
都
　
清
水
　
天
悠

大
利
　
加
納
千
代
子

悠
豊
　
鈴
木
　
恵
子

那
峯
　
大
島
　
香
衣

秋
田
　
藤
原
　
　
左

書
友
　
深
津
　
貞
夫

宮
友
　
外
池
　
佳
代

龍
門
　
野
地
　
翔
田

悠
豊
　
増
田
　
靖
治

楽
豊
　
岩
村
　
一
枝

雲
　
　
佐
藤
　
文
子

羊
言
　
田
中
　
美
登

大
利
　
加
納
　
顕
治

宮
書
　
小
野
寺
憲
子

市
原
　
今
野
　
武
男

高
芸
　
菊
地
　
雅
子

龍
門
　
小
池
　
功
逸

那
北
　
土
屋
　
紅
雲

悠
豊
　
横
倉
　
英
子

宮
書
　
佐
藤
仁
一
郎

書
豊
　
神
藤
　
信
游

高
仁
　
鈴
木
　
靖
子

磯
　
　
伊
澤
　
有
紀

坂
書
　
堂
下
　
早
苗

宮
友
　
仲
山
　
絹
子

悠
豊
　
豊
田
　
右
歸

田
原
　
丸
山
　
理
恵

安
積
　
本
田
　
研
心

栃
木
　
成
貞
　
武
敏

宮
書
　
遠
藤
　
昭
子

北
華
　
髙
橋
　
和
寿

田
原
　
郷
間
　
孝
史

烏
山
　
大
谷
　
信
子

河
歩
　
三
甘
　
東
道

農
芸
　
島
田
　
雄
泉

鶴
峰
　
石
渡
　
榮
子

栃
木
　
大
原
　
綾
月

竹
風
　
金
子
　
　
清

澄
心
　
松
島
　
絹
子

大
書
　
佐
々
木
翔
碩

宮
書
　
和
田
　
修
光

温
書
　
髙
橋
　
金
一

宇
北
　
柿
崎
　
伸
子

須
静
　
大
坪
　
大
仙

安
峰
　
髙
橋
　
瑞
峰

琉
　
　
安
田
　
尚
蓮

佐
野
　
廣
瀬
　
夢
和

小
貝
　
平
野
　
篤
子

温
書
　
久
米
　
芳
雲

鶴
峰
　
久
郷
　
純
子

宮
書
　
菅
原
　
真
理

宮
書
　
一
村
　
隆
裕

書
豊
　
柴
田
　
宗
寿

琉
　
　
荒
川
　
光
谿

宇
都
　
鈴
村
　
元
鳳

栃
木
　
根
岸
依
恵
子

北
華
　
平
尾
　
美
昇

那
北
　
奥
田
　
真
弓

河
歩
　
加
藤
　
恵
華

書
友
　
柳
谷
　
昌
子

栃
木
　
関
谷
　
幹
子

朴
　
　
岩
上
　
智
和

八
千
　
松
島
　
芳
子

宇
都
　
大
関
　
桑
蓬

須
静
　
向
坂
　
松
仙

宮
書
　
藤
原
由
美
子

高
芸
　
見
目
　
薫
風

鶴
峰
　
菅
原
　
道
子

川
舟
　
齋
藤
　
可
都

小
貝
　
田
中
　
幸
子

龍
門
　
山
下
　
敬
起

宇
都
　
伊
藤
　
晩
雪

小
貝
　
石
塚
　
清
音

栃
木
　
沼
尾
　
衡
歩

中
谷
　
関
根
　
石
邨

宇
都
　
岩
﨑
　
遊
学

安
積
　
国
分
　
峻
海

白
河
　
生
駒
　
優
峻

朴
　
　
田
中
　
恵
未

朴
　
　
登
坂
　
時
子

宮
書
　
佐
竹
　
浩
俊

朴
　
　
山
本
　
響
花

烏
書
　
沢
村
英
一
郎

宮
書
　
佐
々
木
里
子

高
仁
　
小
林
　
幸
代

河
歩
　
三
甘
　
和
月

横
手
　
佐
藤
　
翠
硯

宮
書
　
加
藤
　
ゆ
り

鶴
峰
　
篠
原
　
初
江

書
豊
　
益
子
　
史
舫

王
心
　
古
関
　
凌
繁

書
友
　
山
田
　
博
由

凱
風
　
木
村
　
志
趨

西
方
　
城
田
　
聖
華

潮
　
　
安
田
　
聡
美

所
沢
　
小
澤
　
　
健

王
心
　
佐
藤
　
恭
仙

朴
　
　
大
平
　
綾
子

竹
風
　
篠
崎
　
純
子

雅
　
　
野
沢 

 

安
喜

栃
木
　
小
池
　
素
子

羊
言
　
塚
田
　
朴
風

王
心
　
石
川
　
紫
峰

宮
書
　
太
布
　
基
雄

書
友
　
古
川
　
照
葉

徳
　
　
中
山
沙
耶
香

国
本
　
櫻
井
　
和
子

龍
門
　
長
田
　
裕
里

悠
豊
　
大
金
　
妙
子

静
岡
　
横
山
　
綾
祇

栃
木
　
道
畑
　
計
子

岡
書
　
石
塚
　
秋
香

創
美
　
浅
間
　
由
美

鹿
書
　
上
沢
　
基
江

澄
心
　
斉
藤
真
由
美

朴
　
　
小
林
　
春
霞

明
豊
　
柴
田
　
響
水

三
沢
　
佐
々
木
清
堂

書
友
　
山
本
　
道
子

温
書
　
古
屋
　
　
歩

翔
芸
　
東
　
　
泰
子

王
心
　
古
関
　
桃
翠

烏
山
　
沢
村
　
佳
奈

翔
芸
　
岡
田
　
陽
子

龍
門
　
中
島
　
志
光

高
芸
　
竹
原
　
春
香

烏
書
　
澤
村
　
洋
子

鶴
峰
　
君
島
　
玲
子

琉
　
　
益
子
　
竹
香

栃
木
　
鈴
木
　
國
雄

烏
山
　
中
田
亜
希
子

那
北
　
奥
田
　
倫
史

小
貝
　
吉
成
　
志
津

琉
　
　
山
口
　
美
圓

宮
友
　
大
田
原
良
子

高
芸
　
中
村
　
恵
子

書
友
　
井
上
　
燿
波

虚
心
　
会
沢
　
和
子

悠
豊
　
永
井
　
惠
子

坂
書
　
辰
巳
　
和
子

佐
渡
　
右
近
　
志
峰

佐
渡
　
中
川
　
明
雄

国
本
　
尾
身
桂
代
子

宮
書
　
鈴
木
　
　
萌

明
豊
　
長
棹
　
芳
枝

高
芸
　
佐
藤
八
寿
子

栃
木
　
荒
田
　
翔
鶴

烏
友
　
永
山
　
登
望

秋
田
　
石
川
美
保
子

竹
心
　
鈴
木
　
美
智

正
心
　
加
藤
　
正
人

琉
　
　
水
島
　
美
瑛

書
友
　
平
塚
　
祐
子

高
芸
　
野
中
　
紀
代

那
峯
　
平
山
　
明
雲

雨
情
　
落
合
　
幸
恵

所
沢
　
増
田
　
紀
子

雅
　
　
浅
野
　
光
子

烏
友
　
永
野
　
益
夫

日
里
　
井
上
　
絹
子

徳
　
　
古
橋
　
洋
舟

平
石
　
塚
原
　
光
江

静
岡
　
鈴
木
　
鳴
鳳

八
千
　
櫻
井
　
緋
沙

坂
書
　
奥
濱
美
奈
子

烏
書
　
園
城
　
皓
月

潮
　
　
井
村
美
枝
子

矢
祭
　
増
子
　
政
利

鹿
緑
　
矢
野
　
和
子

琉
　
　
山
本
　
晴
子

琉
　
　
川
﨑
　
美
津

宇
都
　
小
貫
　
文
子

国
本
　
山
本
　
榮
山

圓
仁
　
半
井
　
松
嶽

空
心
　
庄
山
　
菊
代

鶴
峰
　
園
部
　
敏
子

坂
書
　
酒
元
　
明
美

宮
書
　
阿
部
　
圭
吾

悠
豊
　
石
内
　
寛
子

高
芸
　
大
嶋
　
優
子

竹
心
　
中
田
　
久
仁

中
谷
　
鹿
又
　
　
演

那
北
　
岡
本
　
行
子

北
華
　
桐
　
　
清
華

北
華
　
鈴
木
　
永
伸

高
勢
　
大
塚
　
久
江

雨
情
　
髙
橋
　
智
子

生
　
　
豊
田
　
有
沙

特
師
範

国
本
　
渡
辺
紀
恵
子

三
沢
　
佐
々
木
清
華

宇
都
　
藤
澤
　
凌
雲

坂
書
　
千
引
　
好
子

石
川
　
石
井
　
良
明

光
　
　
金
子
　
祈
代

悠
豊
　
靏
蒔
　
窓
雪

宇
都
　
田
崎
　
龍
豊

賞

鶴
峰
　
水
岸
千
代
子

宮
友
　
大
吉
　
良
子

烏
山
　
藤
沢
　
祐
子

国
本
　
髙
橋
　
竹
游

温
書
　
藤
倉
　
大
翔

栃
木
　
五
月
女
碧
雲

楽
豊
　
菊
地
　
芳
子

琉
　
　
釜
井
　
光
江

朴
　
　
田
代
　
磨
沙

栃
木
　
大
嶋
　
明
子

光
　
　
小
熊
　
武
子

温
書
　
村
田
　
祥
碩

宮
書
　
岩
澤
　
満
紀

温
書
　
伊
藤
　
滄
石

竹
心
　
田
野
邉
美
乃

宮
書
　
伊
藤
　
　
綾

三
島
　
白
川
　
素
石

労
遊
　
亀
井
　
信
子

中
谷
　
大
塚
　
芳
山

鶴
峰
　
津
布
久
知
子

潮
　
　
福
田
　
松
枝

光
　
　
格
和
恵
美
子

宇
都
　
佐
々
木
巴
江

羊
言
　
高
際
　
松
枝

楽
豊
　
荒
嶋
　
仁
美

悠
豊
　
髙
野
　
香
雲

宮
友
　
大
輪
　
　
司

楽
豊
　
小
巻
　
丁
敬

生
　
　
須
藤
　
松
嶺

八
千
　
星
　
　
静
枝

晴
耕
　
森
田
　
梅
花

晴
耕
　
三
浦
　
碧
涛

朴
　
　
石
戸
　
松
波

雨
情
　
木
村
　
多
伊

真
　
　
田
口
　
筌
軒

雨
情
　
神
山
　
和
子

書
友
　
熊
澤
　
啓
華

岡
友
　
平
　
　
正
子

雲
　
　
小
山
嘉
豆
子

審
査 

郷
間
　
大
悠

烏
山
　
橋
本
　
恵
子

琴 
 

　
関
口
　
有
美

楽
豊
　
鈴
木
　
朝
子

朴
　
　
坂
内
　
葉
胡

王
心
　
阿
部
　
桃
里

虚
心
　
赤
澤
　
丹
秋

矢
祭
　
小
野
　
北
舟

王
心
　
佐
藤
　
道
俊

七
　
段

浜
松
　
橋
本
　
勝
義

羊
言
　
田
島
　
秀
峰

高
芸
　
秋
本
　
貞
子

栃
木
　
小
池
美
紀
子

宮
書
　
西
丸
　
光
枝

千
山
　
海
老
原
冨
峰

大
書
　
三
浦
　
螢
雪

鶴
峰
　
髙
倉
　
教
子

宮
友
　
髙
橋
美
智
子

安
積
　
本
田
　
寿
子

北
華
　
佐
藤
　
香
月

龍
門
　
渡
辺
　
恵
子

小
貝
　
鈴
木
　
満
里

栃
木
　
阿
久
津
育
子

雲
　
　
松
本
　
節
子

竹
心
　
黒
坂
　
光
子

粟
野
　
寺
内
由
美
子

青
龍
　
岡
田
　
有
紀

洗
心
　
太
田
　
英
山

書
友
　
塩
田
　
天
城

書
友
　
床
井
　
貴
子

南
秋
　
渡
辺
　
睦
月

朴
　
　
山
岡
　
登
美

仙
台
　
豊
川
　
碧
洲

烏
山
　
田
代
　
文
子

▽
以
上
賞

六
　
段

中
谷
　
鹿
又
　
龍
石

静
岡
　
竹
平
　
喜
城

労
遊
　
伊
沢
　
祥
子

宇
都
　
丸
田
　
海
壽

那
北
　
村
上
　
聰
子

農
芸
　
長
嶋
　
秀
子

田
原
　
齋
藤
　
委
子

労
遊
　
田
切
　
君
子

労
遊
　
小
林
　
寿
美

悠
豊
　
小
室
　
響
川

心
美
　
佐
伯
　
珂
逗

雅
　
　
伊
澤
　
玲
子

秋
田
　
泉
田
　
隆
一

悠
豊
　
箕
輪
　
好
恵

栃
木
　
峯
岸
　
斿
文

岡
書
　
吉
村
　
峯
道

晴
　
　
石
井
　
篤
子

▽
以
上
昇
候
補

書
豊
　
中
村
　
禮
子

宮
書
　
真
賀
部
道
賢

中
谷
　
藤
井
　
満
子

鹿
書
　
竹
谷
　
天
穹

栃
木
　
鈴
木
　
佐
江

虚
心
　
山
﨑
　
祥
彩

青
龍
　
髙
橋
　
斗
祠

宮
書
　
及
川
　
　
恵

東
京
　
後
藤
　
志
朗

雨
情
　
増
岡
　
弘
子

楽
豊
　
小
池
　
東
雲

華
書
　
菊
地
　
青
嵐

栃
木
　
安
波
　
克
子

虚
心
　
島
崎
　
香
秋

荒
川
　
北
条
　
正
子

小
貝
　
石
川
　
雅
子

▽
以
上
賞

明
豊
　
始
澤
　
多
恵

宮
書
　
畠
山
　
祥
汪

晴
　
　
小
暮
　
里
加

国
本
　
長
谷
部
年
子

栃
木
　
根
本
　
融
沙

準
師
範

坂
書
　
木
原
志
保
子

朴
　
　
髙
橋
　
志
歩

澄
心
　
田
村
茂
一
郎

高
芸
　
中
野
　
信
子

明
豊
　
中
山
　
　
優

宮
書
　
髙
橋
　
美
穂

高
芸
　
本
島
　
裕
美

王
心
　
髙
橋
　
晃
葉

悠
豊
　
南
　
　
祐
子

真
岡
　
渡
邉
　
知
永

宮
友
　
増
渕
　
久
美

琴
　
　
藤
田
　
裕
子

明
豊
　
小
林
　
杜
子

楽
豊
　
田
﨑
　
瑞
夫

生
　
　
浅
野
　
優
子

宇
都
　
大
島
　
洋
舟

書
友
　
長
谷
　
東
風

岡
書
　
寺
田
明
日
香

翔
芸
　
中
澤
　
靖
子

土
筆
　
菊
地
映
理
子

労
遊
　
渡
邉
　
榮
花

宮
書
　
佐
々
木
亜
貴

坂
書
　
坂
尻
　
滄
石

中
谷
　
菊
田
　
恵
子

王
心
　
大
関
　
桃
貴

宇
都
　
秋
山
　
和
子

▽
以
上
賞

宇
都
　
駒
場
恵
美
子

宮
友
　
富
永
　
泰
子

雲
　
　
矢
野
　
幸
苑

龍
門
　
齋
藤
　
信
代

楽
豊
　
小
熊
　
伸
子

王
心
　
髙
橋
　
桃
苑

千
葉
　
平
野
　
南
良

日
光
　
吉
原
　
楓
香

宮
書
　
幸
野
　
　
修

朴
　
　
髙
橋
　
紀
江

労
遊
　
福
田
美
津
子

宮
書
　
高
木
　
操
子

雨
情
　
小
野
　
悦
子

朴
　
　
蓼
沼
　
桂
秀

温
書
　
永
澤
　
瑤
碩

書
豊
　
田
村
　
孝
代

旭
　
　
栃
木
　
洋
子

豊
心
　
高
橋
　
弓
子

温
書
　
中
嶋
　
麻
木

楽
豊
　
風
間
　
康
舟

楽
豊
　
小
林
　
恵
子

東
京
　
池
谷
　
　
功

宮
書
　
袋
地
　
知
恵

澄
心
　
加
藤
　
亮
子

川
舟
　
斎
藤
こ
ず
ゑ

小
貝
　
河
原
　
悦
子

徳
　
　
大
嶋
　
駿
成

赤
澤
　
　
豊

鈴
木
　
源
泉

日
賀
野
　
琢

大
輪
　
無
涯

第１７８２回
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平
石
　
彰
之

福
岡
　
俊
介

北
條
　
正
浩

松
島
　
美
舟

吉
田
　
長
子

①〇印の人は昇級です。優級～六段は同月二科昇候補か、同科二カ月連続昇候補の場合のみ〇印で昇級。

②◎の人は特選です。優級～六段は昇段、一級以下は二階級昇級。発表は成績順位です。

③賞の人は首位賞状。目録「何科・何級賞・姓号」を明記、大封筒(切手貼り表書する)同封で請求下さい。

成
島
　
北
水

平
井
　
子
晴

荒
井
　
久
雄

新
井
　
幽
石

石
川
　
子
澄

柏
﨑
　
麗
泉

櫻
井
　
素
玄

髙
橋
香
代
子

吉
田
　
竹
溪

郷
間
　
大
悠

水
沼
　
龍
峰

神
長
　
雪
華
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模範合格の記念に段級証をお薦めします。

栃木県・陽西中三年 栃木県・田原中三年 宮城県・東和中三年 栃木県・明治中三年 栃木県・小山中三年
半　田　真希乃 岡　本　夏　実 菅　原　央　雅 舍　川　克　成 田　村　碧　唯

赤澤寧生先生・恒川典濤先生 櫻井素玄先生 猪又澪舟先生 柏﨑麗泉先生 松島浩泉先生

栃木県・鬼怒中三年 栃木県・烏山中三年 栃木県・陽東中二年 栃木県・明治中一年 栃木県・南犬飼中二年
河　上　明花里 吉　川　和　杜 地　土　すずか 吉　田　莉　子 瓦　井　寿　々

岩﨑北苑先生 磯東舟先生 郷間大悠先生 柏﨑麗泉先生 高橋瑞峰先生

栃木県・東原中三年 栃木県・本郷中三年 栃木県・星が丘中三年 栃木県・市貝中三年 栃木県・泉が丘中三年
齋　藤　　　匠 田　﨑　琉　華 鈴　木　彩優里 佐　藤　慶　己 安　田　海　翔

石戸松波先生 柏﨑麗泉先生 平井子晴先生 山口美圓先生 岩﨑北苑先生

栃木県・阿久津中三年 栃木県・阿久津中三年 栃木県・鬼怒中三年 栃木県・東原中三年 栃木県・宝木中三年
会　森　　　稜 幕　田　桜　良 尾　形　理緒奈 髙　橋　聖　昊 渡　辺　悠　生

本多徳風先生 本多徳風先生 郷間大悠先生 石戸松波先生 平井子晴先生

栃木県・日光東中三年 栃木県・烏山中三年 栃木県・日光東中 群馬県・南橘中三年 栃木県・南河内中三年
長　原　叶　和 堀　江　一　世 佐　藤　　　萌 高　橋　明　華 上　野　花　菜

石戸松波先生 磯東舟先生 石戸松波先生 角田大壤先生 岩上智和先生


